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コンピュー タ利 用への提言

企業者的見地にたつ コンピュータ利用を

「

'

,ド

～
～

経団連情報処理懇談会

専 門 委 員 会 委 員 長

(株)ト パックス社長

石 原 善 太 郎

わ が 国 に お け る汎用 コ ン ピ ュー タ の 設 置 台 数

は,約6万2000セ ッ ト,買 価換 算金 額3兆3000億

円(79年6月 現 在),そ して,そ の利 用 水 準 も世 界

水 準 に 勝 る と も劣 らぬ 状 態 に到 達 し,.コ ン ピ ュー

タ の 製造 能 力 も米 国 に 次 ぐ一 大 勢 力 を この ア ジア

小 国 で形 成 出 来 た。 それ は 官 民,メ ーカ ー,ユ ー

ザー,研 究者,学 者 らの並々ならぬ努力の結晶と

言 うべきで,実 に御同慶の至 りである。 しかし,

コンピュータ利用の現状となると,そ れは必ず し

も十分満足出来るものとは言い難い。コンピュー

タは汎用性 と万能性 とを具有する特殊な道具であ

り,そ れゆえに,人 間に課せられた未知への挑戦

に対 して,わ れわれの創造性で絶えず応え続ける

べき性質のものであろうからである。元来,道 具

というものの価値は道具そのものに価値があるわ

けではなく,道 具の使い方によってその価値が定

まるものである。従って適用業務選択の巧拙が コ

ンピュータの価値を決定することになる。

コンピュータ利用は大別して,2つ の利用方法

がある。1つ は従来,人 間が手計算で行っていた

ことを効率的にコンピュータで代替する利用の仕

方と,他 は従来の人間労働力では物理的にも経済

的にも不可能であったことを,コ ンピュータとい

う道具の出現で始めて可能にし,人 間頭脳の生産

性を大いに高揚 していく利用の仕方とである。前

者の利用については,バ ッチ ・ディレード・タイ

ム処理からオンライン ・リアルタイム処理,或 い

はデータ ・ベース処理へ,ロ ーマ字又はコ」ド表

示から漢字カナ表示へ,パ ンチ ・ベ リ入力から対

話型入力へと,そ れぞれ飛躍的な発展を遂げた。

その進展があまりにもめざましかった故に,そ の

延長線上の改善に目を奪われて,視 座の異なる後

者の開発利用はとか く等閑視され,そ の発掘進展

は遅々として進めらなかったようである。いま一

度,道 具の価値は何で定まるかを見直す必要があ

るのではあるまいか。企業に対するコンピュ←タ

の貢献をコンピュータ化を通じての既存業務の現

状維持的機械化ではなく,企 業そのものの企画開

発能力や人間の管理限界め拡大をコンピュご多利

用で伸長せ しめる適用業務の開発にもっと意を用

いるべきであろ う。 ご

私見によれば,そ のようなコンピュータ利用に

は積極策とそれを支える消極策との2つ の同時並



行 推 進 が 望 ま しい 。先 ず 積 極 策 の 方 か ら私見 を 開

陳 し よ う。

情 報 とい う ものは そ の受 け 手 が 何 等 か の行 動 を

起 す ニ ー ズを 感 じせ しめ るに た る内 容 を 具 有 して

い な くて は な らな い 。 コ ン ピ ュ ータ は デ ータ 処理

は 確 か に 行 って い るが果 して情 報 処 理 を行 っ て い

る か ど うか甚 だ 疑 わ しい。 情 報 処 理 は コ ン ピュ ー

タ の提 出す る デ ー タや 諸 表 を見 て,実 は 人 間 が 行

っ てい る ので は な い だ ろ うか 。 私 は コン ピュ ー タ

で 日常 的,定 型 的 情 報 は 創 造 し うる と確 信 して い

る。 コ ン ピ ュ ータ で 如 何 に して 人 間 の行 動 を起 動

せ しめ る ア クシ ョ ンの 原 動 力 とな る情 報 が 創 造 で

き るか 真 剣 に探 索 す べ き で あ る。 技 法 的 に は 各 種

の 時 系 列 分 析,ク ロス ・セ ク シ ョン分 析,産 業 関

連 分 析 な ど,ま た デ ー タ的 に は 内 部 デ ータ に 限 ら

ず,企 業 外 部 の デ ー タ も応 分 の 費 用 で各 種 の デ ー

タ ・ベ ー ス か ら入手 可能 に な って きた 。 事 務 費 の

コス ト ・ダ ウン だけ に コン ピュ ー タ化 の 目標 を 限

定 せ ず,企 業 格 差 に 影 響 す る適 用 業 務 開 発 に,ま

さに 好 機 到 来 とい うこ とに な り,そ の よ うな努 力

な しで は,コ ン ピ ュー タ屋 の地 位 の 向上 も望 め な

い0

10年 と少 し前,マ ネ ジ メ ン ト ・イ ン フ ォー メ ー

シ ョン ・シ ス テ ムが 喧 伝 され た 。 私 に は そ れ は 不

可 能 とい え ない け れ ど も,外 部 デ ー タの 活 用 が 手

軽 に 出 来 る よ うに な らな い と極 め て 困難 との 印 象

を 受 け た 。 そ れ よ り もマ ネ ジ メ ン ト ・コ ン トロー

ル ・シ ステ ムの 方 が 早 く実現 出来 るの で は な い か 。

そ の練 習 問 題 と して,プ ロセ ス ・コン トロ ール を

十 数 年 前 か ら着 手 した 。 コ ン トロ ール ・シス テ ム

の 範 囲 はSAGEと か,SACCSと か の軍 事 防

衛 シ ス テ ムの 内 に あ り,そ れ ら か らオ ン ライ ン ・

リア ル タ イ ム ・プ ロセ シ ン グや 早 期 警 報 シ ス テ ム

や 例 外 管 理 の在 り方 な どを 学 ん だ 。 日常 事 務 の 管

理 に つ い ては 現存 の実 績 報 告 的 な もの か ら例 外 報

告的 な もの に,先 ず 例 外 原 理 を報 告 の例 外 化 に適

用 し,次 いで 日常 的 意 思 決 定 の 自動 化 へ と進 展 せ

3

しめる。そ して,非 定型的,戦 略的意思決定のマ

ン ・コンピュータ ・マシンの共同決定行為に発展

し,そ こでは人間の管理能力が著しく拡大 し,人

間の仕事は考えることと例外的なことだ け を 行

い,情 報収集の量 と質,そ れ らを選択 ・判断する

人間能力の高低が企業格差に影響することになろ

う。殊に外部情報の利用がデータ ・ベースと通信

回線の活用とで手軽に利用できるようになると,

それは内部データ利用 とは異なった次元の影響が

経営戦略的業務にも,日 常業務処理の上にも現わ

れて来よう。それはまさに,シ ュンベータ的な企

業者のためのコンピェータ利用とい うこ と に な

り,と かく先進国の大企業が,管 理社会的傾向が

派生するのを蘇生させる社会経済的効果を生むや

も知れない。欧米で環境走査論が盛んに研究され

始めたのも故なしとしないのである。特にこれか

らはマネジメン ト・プロセスの内で計画機能,就

中,経 営戦略的意思決定が重要な機能となろう。

コンピェータの本格的利用の到来をコンピュータ

屋たる者,こ の機会を逸すぺきではない。

コンピュータの積極的利用を支えるものとして

ソフ トウエアの生産性向上とメンテナンス ・コス

ト(含 労働力)の 削減並びにコンピュータ部門に

おける部門戦略の策定(含 部門長期計画)と が考

えられる。 ソフ トウエアの生産性向上には,1つ

はス トラクチ ャー ド・プログラミング技法などの

技法的解決と他は他人の経験を活用する汎用プロ

グラム ・プロダクトの利用や同業他社のプログラ.

ム ・プロダクトの活用 とが考えられる。自社製の

プログラムに比 し,勿 論不満の点は多々あろう。

しか し個々業務での不都合さと,企 業者的見地か

らのコンピュータ利用での遅れとの比較優位を考

慮すべき時代に突入しつつあることに留意すべき

である。フロンティアは今,眼 前に展開 しつつあ

る。個々業務に対する適用のマスターピース的達

成を競 りあえる時代は,既 に終ったのではなかろ

うか。
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マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の

社会,産 業におよぼす影響

〈講 演 要 約〉

東 京都立工 科短期大 学 学長

東 京大学名 誉 教 授 工学博士

渡 辺 茂

伸 び るL、SIの 生 産 とコ ス トダ ウン

私 の関 係 して お り ます 「日本 マ イ コ ン ク ラブ」

に は 小 学 生 か ら70,80歳 の高 齢 の 方 ま で い らっ し

ゃい ま して 年 々会 員 の数 が 増 え,い ま では5,000

人 を 超 え ま した。

私 ど もが,こ のマ イ コン クラ ブ を始 め た 理 由は

日本 に コ ン ピュ ー タ の ア マチ ュ アを た くさん 作 っ

て お きた い,と い うこ とで した が,こ う して み ま

す と,そ れ な りに 成 果 が 上 って い るん じ ゃな い か

と思 い ます 。

この よ うに アマ チ ュア の 人 が 急激 に増 え て い る

とい うこ とは コ ン ピュ ー タ の発 達,な か で も マイ

ク ロ コ ン ピ ェ一 夕,い わ ゆ る マ イ コン とか,そ の

部 品 で あ るLSIの それ と 同 じ道 を た ど って い る

よ うに思 え ます 。

ご存 知 の よ うにLSIの 生 産 高 は い ま年3倍 く

ら い で伸 び て い ます 。 数 年 前 に は5倍 か ら10倍 で

した。売上げ高でいいますと1 .5倍 です。個数が

3倍 で売上げが1.5倍 だとい うのは量産効果によ

るコス トダウンがあったとい うことです。

このような現象は他の製品では全 く考えられな

いことで,も う無茶苦茶だといってもいいくらい

です。そのような有様ですからいろいろと予測で

きないことが起ってまいりました。いわば 「マイ

コンショック」とでも申しましょうか
。

良いものが安くつくれる時代

第一には性能の良いものが安い値段で売られる

ということです。そ して,そ れが産業界に大 きな

インパ クトを及ぼすということです。これまでは

コンピュータを入れ替えようとする場合
,能 力は

倍になるけれ ども値段は2割 上がる,そ の程度な

ら入れ替えてみよう,と い うことでメーカー,ユ
ーザーがともに栄えたわけでしたが

,コ ス トダウ

ンが急激に進みますと極端ないい方ですが,能 力

が倍になって値段の方は半分とい うような現象が

起 ります。

こうなりますとメーカーとしては売上げが下っ

てしまいますから大変困るわけです。



一方,こんな話がありますある。ユーザーで ミニ

コンを組込んだある計測器を使っていましたが,

これが入れ替える時期にきたわけです。さてメー

カーはどうするか?…,も ちろんメーカーが引取

ってジャンク屋 さんに売るんですね。中古品とは

いってもそれ自身,性 能はかな りあ りますからジ

ャンク屋さんは,ま た他へ売ろ うとする。しかし

これを繰返していきますと中古品がいつまでも市

場に残 っていて新製品が売れなくなります。です

から中古品が出回わらないようにしないと次の世

代の機械が出てこないとい うことになり,ま さに

技術革新が激 しいと,それは市場の敵 となります。

第○次時計戦争

このようなことは時計の場合でもそうでした。

デジタルの腕時計の中に使わ れ て い るLSIは

1,000円 くらいのものですが腕時計全体ですと何

万円もする。この何万円とい うのは時計そのもの

の機能とは関係のないアクセサ リーなんですね。

従来の歯車とテンプとばねの組合せでできた機械

式の時計に対 して,は るかに安くて性能のよいも

のが出てきたんですが,そ れは時計の業界が作っ

たんじゃない。全然違 う電子業界です。時計業界

の方は,伝 統的にできるだけ高級なものを少 しず

つ売って儲けよう,と い う考え方だったのですが

電子業界の方は,で きるだけ安くしてたくさん売

ろ うとい う考え方ですね。この二つの全く違った

経営方針とい うか考え方が,ま ともにぶつかった

のが数年前のことなんです。

宇宙科学の成果マイコン

このようにLSI,マ イコンは予想もしなかっ

たようなインパクトを産業界に与えたのですが,

これはマイコンが生まれたときからの当然の運命

でもあ りました。

1960年 頃,当 時のアメリカの大統領だったケネ

ディが60年 代の終 りまで人間を乗せた人工衛星を

打上げ月まで行って帰ってくる,と 宣言しまして

1969年 に,そ れが言ったとお り実現 したのですが

これにどうしても必要だったのが コンピュータの

小型化で,マ イコンはそうした宇宙科学の成果の
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一 つ と して 現 わ れ た ん で す ね
。 しか し,そ の 中 の

一 つ の 部 品 で あ るLSIが 将 来
,全 世 界 の産 業 を

変 革 させ る とは誰 も予 測 しなか った 。 と こ ろが,

い ま現 実 に そ うい うこ とが 起 っ てい る。 科 学 技 術

の面 か ら い っ て も大 変 な こ とな ん で す 。

シリコンバ レーの新秩序

第二は個人あるいは社会に対するインパクトで

す。

アメリカのカ リフォルニア州サンタクララの郊

外にシリコンバレーと呼ばれるところがありまし

て,そ こでマイコンやLSIの 生産をめぐって大

変な競争が行われていることは,ご 存知だと思い

ますが,こ こではIBMと かユニパックといった

大企業がそれをやっているのではなくて,そ のよ

うな大企業からスピンアウトした技術者たちが自

分で会社を作ってやっている。技術者が一人,二

人 と集 まって会社を作って,い ろいろなアイデ ィ

アを商品化 して大儲けを しているんですね。もち

ろん中には,あ えな く潰えた人もたくさんいるの

ですが大成功をおさめた人も何百人 とい る んで

す。

本当は会社で月給をもらって働いていて,そ の

間に得た技術や知識を会社のためではな く自分の

ために使っているのですから,日 本的にい うと非

常にけ しからん話であります。

一時代前の化学工業なんかですと
,そ こで働 く

技術者たちがナイロンとかビニロンとか を発 明'

し,会 社がそれを企業化 して大きくな りました。

デュポン社のような例がそ うです。
、

シ リ コンバ レーの ビジネ ス は,そ れ とば 全 く違

うや り方 で す 。企 業機 密 もな に もな い,と い う調

子 で 会 社 を 飛 び 出 して一 旗 あげ る ん です か ら。 し

か も,そ れ が 成立 つ,と い う と ころが 面 白い とい

うか,考 え させ られ る とこ ろで す 。 つ ま り,そ う

い う こと をや る と会 社 か ら弾 劾 され た り,ヘ タ を



6

すると訴えられるかもしれない。もちろん退職金

なんかもらえない。そのような危険をおかしても

なおかつ一人でやった方が得なんだ,と いう風潮

が起 こっているんですね。

やがて日本へも……

日本では,ま だそこまで行っていないとい うの

は多分,幸 せなんだと思いますが,そ のような波

をやがて,私 達もこれから,か ぶらなければなら

ないのではないか,と いう気が します。

このよ うにみますとマイコンショックの第二は

個人が大企業や既存の組織から独立して大儲けが

できるような時代をもたらしたことです。

絵空ごとが現実に

それよりも,も っと考えなければならないこと

はマイコンの登場で少し前までは,宇 宙の彼方で

起ること,絵 空ごとだろ うと思っていたことが現

実にこの地上で起るとい う事実です。

元来,マ イコンとい うのは世の中を無茶苦茶に

引っか きまわす性質を持 っていると思 うんです。

良かれ悪 しかれ,そ うい う現象が現に起っている

のですから,こ れは否定できないと思います。

21世紀に起ると思われたことが80年 代に起った

ことはマイコンに限らずいろいろあります。

たとえば石油ショックー 。 ローマ ・クラブの

予測では21世紀に入ってしばらくすると人間ども

が石油を使いすぎて少なくなってしまう,一 方で

は大気汚染などの公害が起って人類は滅びる,と

まではいわなかったかもしれませんが,と にかく

人類が困る現象が起るとい うような こ と を いっ

た。ところがローマ ・クラブがそ ういった途端に

石油ショックが襲 った。やや形は違 ったかもしれ

ませんが一 。

アラブの人々もローマ ・クラブの発表を聞いて

自分達の持っている石油はあとしばらくすると無

くなるらしい。それを自分達はどうも安 く売 って

いる。だったら,や は り値上げした方が得だ,と

考えたに違いないですね。そのとき中近東では戦

争が起 ったり,い ろいろな問題が同時に起りまし

たから必ず しもローマ ・クラブの予言のせいだけ

とは い え ませ ん が,あ る程 度 は,そ うだ った と思

うの で す 。

現 在 の よ うに 世 界 中 の 情報 網が 整 備 され て き て

い る状 況 で は,こ の よ うに,か な り遠 い将 来 に 起

る と思 われ て い た こと で も,す ぐに 起 って し ま う

わ け で す。

デ ー タベ ー ス の高度 利 用

モ レキ ュラ ー ・コ ン ピ ュー タ の登 場

コン ピュ ー タが ,こ れ か ら どの くらい の 速 度 で

性 能 を 上 げ てい くか に つ い ては,い ろ い ろ な 予 測

が あ り,こ の協 会 で も,い くつ か の 報 告 が 出 され

て お り ます 。

い まは,コ ン ピュ ー タの 心 臓 部 に あた る と こ ろ

はLSIで,さ らに 超LSI-VLSIに 移 行

しつ ふあ る時 点 に あ ります 。 多 分,将 来 は ジ ョセ

フ ソ ン素 子 に変 わ り,さ らに21世 紀 に な る と光 コ

ン ピュ ー タ,も っ と先 に な り ます と分 子 素 子 の コ

ン ピュ ー ター モ レキ ュ ラー ・コン ピュ ータ と,

誰 で もだ い た い 同 じよ うな予 測 を して い ます 。

最 後 の モ レキ ュ ラー ・コン ピ ュー タ,あ るい は

モ レキ ュ ラ ー ・コンポ ーネ ン トとい うのは 最 近 マ

ス コ ミで も,し ば しば 取上 げ られ てい ます 遺伝 子

組 替 え一 つ ま り,ア ミノ酸 か らな る蛋 白 質 を あ

る特 別 の 酵 素 で ち ぎっ て,ま た 別 の組 合せ でつ な

ぎ合 わ せ 新 しい遺 伝 子 を つ くる,そ うい う遺 伝 子

の組 替 え に よ っ て,コ ン ピ ェー タ素 子 と して使 え

る性 格 の もの を作 りだ そ うとい うも ので す 。

た とえ ば,コ ン ビ ュ ー"タの メ モ リはO,1の パ

ル スで 記 憶 し ますが,こ れ を 二 つ の 性質 の分 子 に

置 換 え,そ れ を外 か ら コン トロー ルで き る よ うに

す る。 そ うす る と分 子 レベ ル の記 憶 素 子 が で き る

と い うわ け で す 。 フ リ ッ プ ・プ ロ ップに つ い て も

同 様 で す。

人 間 の脳 細 胞 は 分 子 か らで きて い ます か ら,そ



れが もし可能であれば人間の脳 くらいの大きさで

ほとんどそれと同じような働きをするコンピュー

タができるだろう,と い うわけです。

さきほどもお話 しましたように予測した途端に

それが生まれてくる,と い うことがありますから

80年 代の うちに,あ るいはその一部でも現れてく

るかもしれ ません。

大量情報処理

さて,マ イコンを中心にみて行きますと,こ れ

から二つの方向があると思います。

一つは大量情報処理です。データバンクあるい

はデータベースの高度利用といってもよいで しょ

う。これまで,と ても想像できなかったくらいの

大量の情報が蓄積されますから,そ れを利用すれ

ば人間の知能をはるかに超えた,い ろいろなこと

ができるだろう,つ まり理想像としては 「人工知

能」 どころか,「 神仏知能」,「超知能」ぐらいに

なると考えられていたのですが,な かなかそ うな

っていない。

確かに情報はたくさん蓄えられるが必要なもの

をどう整理 し,ど う取出すか,そ のチャンネルが

非常に小さいために,な かなか取出せない。

さきほどのジョセフソン素子についても,そ の

簡単な解説から素子密度や製造法といったことま

で全部の情報を取出してくれといっても,現 在は

なかなかできない。専門家に当って直接,聞 くの

が捷径というわけです。

それではデータベースの理想的な姿とはいえま

せん。

ミ分子コンビュータミとタイプで打ったら必要

な内容がパッと目の前に現れてくる。それ も入門

書の段階から,か なり高度なものまであって,自

分は入門書のところは必要ないから,も う少 し高

度な内容で出して欲 しい,と い うとき,そ のよう

にキーボー ドで指示するとパ ッと出てくる。その

ようにならなけれぽ値打ちがないわけです。 この

ように情報検索が即座にできなければ,こ れ以上

いくら情報があっても仕方がない。
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蓄 積 の時 代 は終 った

竹 村 健 一 さ んが テ レ ビの コマ ー シ ャル で 「俺 は

ノ ー トー 冊 で い い よ。」とい って ます が,あ れ も一

理 あ る こ とで す 。

情 報 を 簡 単 に 引 出 す とい うに は,じ つ は 蓄 え た

情 報 と同 じく らい の プ ロ グ ラ ムが 必要 な の です 。

コ ン ピ ュ ータ が大 型 に なれ ば な るほ どOS－

コ ン ピ ュー タ を操 作 す る た め の プ ロ グ ラムが 膨 大

に な る といわ れ ます が 情 報 検 索 の場 合 も同 じこ と

が い え ます 。 で す か ら中 央 の コン ピュ ー タに た く

さ ん の プ ロ グラ ム を用 意 して タ ー ミナ ル で 簡 単 に

情 報 を 引 出す 。 コン ピュ ー タの 値 段 も安 くな って

きて い ます か ら,お そ ら く,そ うい うこ とはす で

に 始 ま って い る と思 い ます。 そ の よ うな時 代が も

う目に見 え て きて い るわ け で す 。 単 に情 報 をた く

さ ん入 れ て お く とい う時 代 は,も は や 終 った,と

考 え て よい ので は な いで し ょ うか 。

データ収集の高速化

化学反応の解明

第二は情報あるいはデータの蓄積,収 集が速 く

なることです。 ピコセカンドオーダすなわち,1

兆分の1秒 で起った現象をとらえることがすでに

できるようになっています。1兆 分の1秒 の現象

を追ってみても我々に何の関係もない,と い うの

は大きな間違いです。どうしてかとい うと,現 実

にそ うい う現象があるとい うことです。

科学技術がどんどん進んで,い ろいろな現象が

解明されましたが,そ れでもまだ解明できていな

いものがあ ります。たとえば化学反応一,私 は

あまり化学のことは知らなくて中学生のときに リ'

トマス溶液に酸を入れると赤 くなり,ア ルカリを

入れると青 くなるとい う実験のことぐらい しか覚
じ

えていないのですが,し か し,こ の実験でも一瞬

の うちにパ ッと色が変わるんですね。人間の目に

は一瞬といってもピコセカンドに分割すると次々

に状況が変わっているわけです。分光計一 スペ

クトロメ一夕ーというのがありまして化学物質か

ら発する光を虹の色に分解する器械ですが,そ れ

、
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を使 っ て スペ ク トル を 分 析 す る と,そ の物 質 が 何

で あ るか が 判 る。

1兆 分 の1秒 の 変 化 も

で す か らAと い う物 質 とBと い う物 質 を混 ぜ て

全 然 別 の 物 質 が で き る とい った化 学 反 応 を 分 光

計,質 量 分 析 器,ク ロマ トグ ラフ等 で み る と非 常

な 速 さで スペ ク トル が 変化 して い る とい うこ とが

判 ります 。 この 変 化 を コ ン ピュ ー タに 入 力 す れ ば

1兆 分 の1秒 で 起 った現 象 を取 出 して後 で ゆ っ く

りと見 る こ とが で きます 。 そ う します とA,B二

つ の 物 質 の 間 で起 った 化 学 反 応 の経 過,つ ま り,

こ うい う分 子 が あ る時 に で きて ど うな った か,と

い うこ とが 完 全 に 判 る よ うに な るわ け で す 。

この解 析 も コン ピュ ー タに や らせ る こ とが で き

ます 。 で す か ら昔 は 訳 も判 らず 赤 くな った,青 く

な っ た,と い って い た こ とが,た った一 度 の実 験

で全 部 解 明 され て しま うとい うこ とが す で に 起 り

つ つ あ るわ け で す 。

こ う考 え て き ます と,い ろ い ろ な と ころ で応 用

が 効 くわ け で す 。 時 間 の単 位 も別 に ピ コセ カ ン ド

で な くて もマ イ ク ロセ カ ン ド,ミ リセ カ ン ドで も

いい で す ね 。 ミ リセカ ン ドで も1,000分 の1秒 で

す が,そ れ で も十 分 役 に 立 ち ます 。 とい うの は,

た とえ ば ガ ラス を ハ ンマ ーで た た い た り ピス トル

で 撃 った り して壊 れ る状 況 を 高 速 度 カ メ ラで 撮 影

した 場 面 を思 い 出 してい た だ くと よい の で す が,

あ の と き の時 間 で す が,あ れ で も高 速 度 カ メ ラで

撮 るに は 大 変 な装 置 が 必 要 で す 。 と ころ が これ か

らは マイ ク ロセ ンサ ーを 使 って 簡 単 に撮 れ る よ う

に な ります 。

あ らゆ る現 象 に 応 用

そ うな ります と,こ れ まで ノ ーベ ル賞 ク ラス の

学 者 で な け れ ば 解 明 で きな か った よ うな こと も コ

ン ピ ュ ー タ とマ イ ク ロセ ンサ ー を使 え ば 森 羅 万

象,あ らゆ る現 象 が 簡 単 に解 明 で きる と い うこ と

に な ります 。

そ うい う時 代 が 目の前 に きて い る ので す 。

い ち が い に マ イ コ ン とい って も,そ の 影 響 は 大

変 な もの な の で す。 それ もジ ャー ナ リス トが い っ

ている以上に大変なんだ,

ただきたいのです。

とい うこ とに ご注 意 い

遺 伝子 工 学 とコ ン ピ ュー タ

ノイ マ ン もDNAを 研 究

さ きほ ど分 子 コン ピ ュ ー タの こ とに ふれ ま した

が,も う少 し これ に 関 連 した お 話 を してみ た い と

思 い ます 。 つ ま り遺 伝 子工 学 と コ ン ピュ ー タ につ

い てで す 。

DNA－ デ ィオ キ シ リボ核 酸,こ れ は 生 命 の

原 体 で あ る遺 伝 子 で す が,こ れ が 問 題 と な った の

は,ず い ぶ ん 昔 の こ とで して1960年 ご ろで,そ の

発 端 は な ぜ 分 子 が 増 殖 して い くのか,子 供 の 顔 が

なぜ 親 に 似 るの か,な ぜ遺 伝 子 とい うもの が あ る

の か,と い った こ とか らで した 。

遺 伝 子 の 性 質 の ポ イ ン トは増 殖 す る こ と,つ ま

り自分 自身 と同 じ もの をつ くる とい うこ とで す 。

これ は 生 物 で あ る動 物 や 植 物 以外 に は 持 って い

な い 性 質 で す 。

い や,新 聞 は 同 じ もの を た くさん 作 って い る で

は な い か,と お っ しゃ る方 もお られ るか も しれ ま

せ ん が,あ れ は輪 転 機 が 新 聞 を 複 製 して い る の で

す 。新 聞 が新 聞 を つ くる ので な け れ ば 増殖 とは い

わ な い の です 。

プ ロ グ ラム 内蔵 方 式 の コン ピ ュー ター ,今 月

の コ ン ピ ュー タ の原 形 を つ くった フ ォン ・ノ イ マ

ンが1960年 ご ろDNAが 発 見 され た とい うこ と知

りま して,そ れ で は コ ン ピ ュー タが 自分 自身 と同

じ もの を作 る には,ど れ だ け の単 位 が 要 るの だ ろ

うか,と 考 え た わ け で す 。

そ の半 ば 彼 は ガ ンで 亡 くな っ て しま っ た の で

す 。50歳 の 頃 で す 。

彼 の 最 後 の 未 完成 の論 文 は,ど れ だ け の エ レ メ

ン トが あ れ ば 自分 と同 じも のが で き るか,つ ま り

ブ リー ダ ー増殖 に 関す る も ので した 。

そ れ が 未 完成 の ま ま残 され た もの で す か ら ア メ

リカ で は約10年 間,ク ラ シ フ ァイ ー つ ま り秘 密

論 文 に して,そ の後10年 に わ た って一一流 の学 者 が

フ ォ ロー した の です が 結 局 大 した 成果 もな く,発



表 され たの で す 。

そ れ に よ る と,コ ン ピュ ー タの 原 形 をチ ュ ー リ

ン グ マ シ ン とい い ます が,こ れ を 一 つ の エ レメ ン

トと考 え て29種 類 の チ ュ ー リン グ マ シ ンを 作 る。

つ ま り29種 類 の 細 胞 を つ くるわ け で す ね 。

これ を 集 め て パ ッと手 を 離 す と,こ れ と同 じ も

の が で きる 。 一 つ が二 つ,二 つ が 四 つ に,四 つ が

八 つ に な って 無限 に で きて い く。 そ うい うこ とが

理 論 的 に は存 在す る こ とを示 した わ け です 。

人 間 の脳 に近 づ くコ ン ピ ュー タ

少 し横 道 に それ た感 じが しな い で も あ りませ ん

が 私 が 申 し上 げ た か っ た こ とは,DNAと コン ピ

ュ ー タは,生 まれ た と きか ら切 っ て も切 れ な い 関

係 に あ る とい うこ とで す 。

や が て,そ れ が 将 来 の マ イ コンあ るい は コ ン ピ

ュ ー タの 本 命 に な るだ ろ うと思 い ます 。

そ れ は 現 在 の コン ピ ュ ー タの1万 倍 く らい の 性

能 とい い ます 。 人 間 の 脳 に は130億 の細 胞 が 詰 っ

て い る とい い ます か ら,ち ょ うど,そ れ に近 い コ

ン ピ ュ ー タが で き る と思 い ます 。

た だ,ア クセ ス タ イ ムは ピ コセ カ ン ドク ォー タ

ー で すか ら,現 在 の コン ピュ ー タ の方 が は るか に

速 い ん です 。

しか しア ク セ ス タイ ムは ゆ るや か で も現 在 の コ

ン ピュ ー タ とは 全 く違 った 原 理 で 動 く コン ピ ュ ー

タが で き る。 そ して,こ れ まで 人 間 に は で きて も

コン ピュ ー タに は,と て もで きな い と思 わ れ て い

た こ と まで も未 来 の コ ン ピ ュー タ で は 可 能 に な る

だ ろ うとい わ れ て い ます 。 で きる とす れ ば ワ ン ・

ゼ ネ レー シ ョン く らい 後 の こ と と思 い ます し,本

当 に で き るか ど うか わ か り ませ ん。 可 能 性 と して

は 明 目に もで きる,と もい え る の じゃ ない か と思

い ます 。

変 わ る ロボ ヅ トの概 念

こ うな っ て き ます と当然 の こ となが ら ロボ ッ ト

とい う概 念 も変 っ て くるわ け で あ ります 。

産 業 用 ロボ ッ トともい い ま して簡 単 な 動 作 か ら

組 立 ての よ うな 複 雑 な 動 作 を す る もの まで,最 近

作 業 ロボ ッ トは,ど ん どん 進 歩 して き ま した 。
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作 業 ロボ ッ トの特 徴 は テ ィーチ ン グで き る とい

うこ とで す 。 そ れ に 対 して認 識 ロ ボ ッ トとい うの

が あ っ て これ は,郵 便 番 号 の よ うな 数 字 や カ ナ や

漢 字 の よ うな文 字 を 読 ん だ り,人 間 の 言 葉 を理 解

した りす る もの で す 。 この 認 識 ロボ ッ トも どん ど

ん 進 歩 して い ます 。 この よ うな ロボ ッ トは 人 間 に

比 べ る とか な り図 体 が 大 きい 。 しか し将 来 は 小 さ

くな って 結 局,現 在 の 大 型 コ ン ピ ュー タ くら い の

もの が ロボ ッ トの 頭 の 中 に 入 って しま うし,ロ ボ

ッ トの 図体 も小 さ くな る で し ょう。 な お,一 昔 前

は大 型 コン ピュ ー タ に対 して タ ー ミナル は 単 に 情

報 の イ ン/ア ウ トをす る だけ の も の で した が 現 在

は タ ー ミナル の中 に メ モ リや プ ロ セ ッサ が 入 る よ

うに な っ てい ます 。

つ ま りイ ン テ リジ ェ ン ス化 した わ け で す ね 。 こ

れ が さ ら に進 み,気 が つ い て み た ら中 央 の コ ン ピ

ュ ー タ よ りタ ー ミナ ル の 方 が 頭 が 良 くな って い た

とい うよ うな こ と もあ り得 るわ け で す。

無限の可能性を※秘めるマイコン

これ ま で の お話 を ひ と とお りふ り返 っ てみ ます

と,マ イ ク ロ コン ピュ ー タ とい うのは,ど ん どん

発 達 して きて絵 空 ご と と思 わ れ てい た こ とが 現 実

の もの に な っ て き てい る。 電 卓 の中 に 小 さ く収 ま

っ てい たLSIが,い まや す べ ての 産 業 に か か わ

って きて い る,と い うこ とで す ね 。

1年 位 前 の 話 で す が マ イ コ ン関 係 の 特 許 は3万

種 類 あ るだ ろ うとの こ とで した 。 とい うこ とは,

何 に で もマ イ コ ンが 入 る,い ま 目の 前 に あ る もの

とマ イ コ ンを く っつ け る と,ま る で新 しい ものが

生 まれ る とい うこ とで すね 。 一 時 は 何 にで も モ ー'

タ ー を つ けれ ば新 しい ものが で きた 。 た とえ ば 洗

濯板 に モ ー タ ー を つけ て も何 もで き ない よ うに 思
し

っていたら,結 局は形を変えて電気洗濯機ができ

た といえるで しょう。こんなふ うに して,こ れか

らは何によらずマイコンをつければ新 しいものが

生まれる。そのような可能性を無限に秘めている

のが,ほ かならぬマイコンだと思います。(終)

(当協会評議員会における講演より要約,文 責編集部)

、
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特 別 対 談

'80年 代 情 報 化 の ビ ジ
ョ ン

産構審情報産業部会

中間答申をめぐって

《出席者》

通商麟 省㈱ 精髄 端 脳 政策願 岡 松 壮三郎

産業端緒会織 ‡∵繋 叢隷量上 野 幸 七

(敬称略)

◇ ◇ ◇

昨年12月,産 業構造審議会の情報産業部会の中

間答申が発表された。情報産業部会の答申として

は,昭 和49年 以来で,今 回の中間答申は情報化を

「たんに産業面における生産性の向上,省 資源 ・

省エネルギーに寄与するばかりでなく,人 間の活

動領域を広め,教 育,医 療,環 境,行 政などの社

会的問題の解決にも役立つ」 ものと受けとめ,そ

の役割と影響を大きく評価 している。

本号では,こ の申問答申について,当 事者の立

場からお二人にお話 していただいた。(編 集部)

◇ ◇ ◇

審 議 経 過

一 まず上野会長から,か なり前から審議会の

方に関係されていたとい うことで前回の答申のこ

とも含めて…。

上野 私は,昭 和49年 の答申の最初から部会に参

加 してきましたか,前 回までは,ど ちらかとい う

とまだもの珍しさというか,コ ンピュータを使え

ば何でもできるんだとい う過大評価の傾向が強か

だ。コンピュータをどう使 うかは,二 の次とい う

感じだったと思 うんです。 しかし今度は,だ いぶ

様子が違ってきていますね。

岡松 そうですね。この前の答申から6年 あまり

部会が開かれていなかったのですが,世 の中の情
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報 化 が どん どん進 んで,こ の辺 で 長 期 の 情 報 化 ビ

ジ ョ ン とい うもの を組 立 て る必 要 が あ るの で は な

い か とい うの で,審 議 会 を ス タ ー トさせ る こ とに

な った の です 。 ち ょ うど1980年 代 の 初 め とい うこ

と もあ りま した ね 。 そ の 前 提 と して,約1年 間か

け て作 業 して きた 通 産 省 の 通 商 産業 政 策全 体 の ビ

ジ ョンが あ るわ け で す 。 これ を受 け て,産 業 ご と

の ビジ ョンづ く りを行 った のが,今 回 の 中間 答 申

とい うこ とで す ね 。 昨年6月,通 産 大 臣 の諮 問 を

受 け てス タ ー トし ま した。

上 野 今 回,私 は,情 報化 ビジ ョン小 委 員 会 とい

う分 科 会 の ま とめ 役 を おお せ つ か った わ け で す

が,や り方 と して は,三 つ の分 科 会 で 作 業 が 進 め

られ て,毎 回,な か なか 激 しい 議 論 が た た か わ さ

れ ま した。 情 報 化 とか 情 報 処 理 とか に 対 す る取 組

み方 が,前 回 とは,ず いぶ ん 違 うよ うな 気 が しま

した 。

岡 松 情 報 化 ビジ ョン小 委 員 会 の ほ か,電 算機 産

業小 委員 会,情 報 処 理 産 業 小 委 員 会 とい う三 つ の

小 委 員 会 で 議 論 してい た だ き,9.月 な か ば に レポ

ー トを 出 して も らい ま した
。 これ を受 け て基 本 問

題 小 委 員 会 を 設 け,そ こで部 会 の正 委 員 の方 々に

審 議 して い た だ い て 最終 的 に答 申 案 を ま とめ て い

き ま した 。 小 委 員 会 は,夏 の暑 い盛 りで した が,

非 常 に 熱 心 に 取組 ん で い た だ き,毎 週 の よ うに 議

論 し ま した 。 そ れ だ け強 い関 心 を持 っ てお られ た

とい うこ とで し ょ うね 。

中間答申の概要と特徴

岡松 まず,こ ん どの中間答申の内容を概略,お

話 しておきましょう。

中間答申は,3部 構成になってい ます。まず最

初に,情 報化と情報産業の意義と役割にふれ,次

いで情報化ビジョンを述べています。そして最後

に,情 報化および情報化施策の体系 ということで

当面の施策の方向をまとめています。

情報化 ビジョンの項では,情 報化社会の展望,

電算機産業および情報処理産業の展望が中心で,

施策体系の関係では,当 面,実 施 しなければなら

ないものは何か,と い うことで,短 期の施策を中

心にまとめられています。中間答申とい うのは,

昭和56年度の予算のバックアップを主たる狙いと

していたわけで,第3部 の短期的施策を引きだす

ための全般の議論があったということです。しか

し,実 は,中 間答申でとり上げた以上に,小 委員

会では,か なり突っこんだ広範な議論が行われた

ということです。

●社会と生活の情報化をとりあげる

49年の答申と比較 してみると,い くつかの特徴

があります。私の感じでは三つにわけられるよう

な気がします。第一は,情報化とい うのを従来は,

やは り産業の問題 としてとらえている。49年 答申
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を読み返 してみても,何 々のシステム化とい うよ

うに個別産業別の情報化がどう進むかの視点から

アプローチ している。あの頃は,そ れが時宜を得

た指摘だったので しょうが,6年 たって,80年 代

の ビジ ョンとい うことになると,そ の間,か なり

社会の情報化が進んだとい う気がします。たとえ

ば,み どりの窓口とか銀行のオンラインシステム

などは,一 般の方にもなじみ深いものになってき

ています。今後さらに,こ うした情報化が生活面

にも広がっていくのではないかというのが第一の

点です。

●情報化の推進一 安定成長への道順

第二に,わ が国の産業が,従 来の豊富な資源を

背景にした高度成長時代から,安 定成長へと向っ

ていかなければならない時代を迎えている。この

時代に,1億 人を越える日本人が,天 然資源の保

有が全然ない中で,ど うやって喰っていくか。そ

れを考えた場合,情報化を推進 していく以外に,競

争力の根源はでてこないのでないか。情報化の必

然性ということを認識 して,そ れに向って全員が

努力していかなければならないとい うことです。

●読みやすい内容

第三は,中 間答申の文章が読み易 くなった。あ

るいはそういう努力がなされたとい う点です。あ

る女性週刊誌によると,眠 られぬ夜には,政 府の

答申を読むといいと書いてありました。す ぐ眠 く

なるというわけです。 目の覚めるようなとまでい

かなくても,眠 くならない程度の答申にしなけれ

ばと考えたわけです。とくに,情 報化 とい うの

は,経 済面だけでなく,産 業から社会,国 民生活

にまで影響を及ぼす ものだから,一 人でも多 くの

人が読んで,情 報化とい うものを理解 して,き た

るべき社会にそなえてもらいたい。そういう意味

で,で きるだけわかり易い表現で,か つ短かい文

章で書くよう心がけたわけです。

一 ミS家 の一 日.と い う新 しい試みも,そ う

したお考えから書かれたわけですね。

岡松 そ うで す。 まず,体 系 図 とい うもの を作 っ

て政 策 の考 え方 が 一 目でわ か る よ うに しま した 。

そ して ≒S家 の－H.は,事 務 当局 の 作 文 で す

が,1990年5月21日,い った い どん な 姿 が 考 え ら

れ るか を構 築 してみ た わ け で す 。 ま さに 生活 面 で

の情 報 化 の予 想 図 で,役 所 と して は 新 しい試 み の

一 つ で した
。 これ に は,賛 否 両 論 さ まざ まな反 響

が あ りま した 。 ど うい う形 にせ よ関 心 が よせ られ

た こ とは,私 た ち の狙 い どお りで,非 常 に うれ し

い こ とで した 。 こ の ミS家 の一 日ミ を欲 しい とい

う人 が た くさん い て,い ま も増 刷 して配 っ て い る

ほ どで す 。

拡大した情報処理の役割

上野 当初の頃は,さ しせまった具体的な必要性

をどう乗 り切 り,そ のために役立つようなシステ

ムをいかに作るかという勉強をしていたように思

います。6年 前についていえば,そ のさしせまっ

た必要性の例として,電 力会社の料金認定作業が

あった。電力会社の料金調定は細かい計算をしな

ければな りません。以前は,パ ンチカー ド・システ

ムで計算していたのですが,契 約件数が増えたり

供給電力の総量が増えたりして,た いへんに手数

のかかる作業になってきた。そのうえ人件費 もか

さむ。なんとか合理化 しなければとい うときにコ

ンピュータと出合い,お そらく電力会社がいちば

ん早くコンピュータに飛びついた。水力,火 力の

出力配分のスピーディな計算にもうまく使える。

このように,現 実に具体的でさしせまった要請が

あり,コ ンピュータを積極的に導入 しなければと

い うことになったわけです。他の産業部門にも似

たようなところがあったと思います。

岡松 それが しだいにMISな んかに発展してい

ったわけですね。だが,こ れらの議論は,華 やか

に騒がれたわ りには,あ まり成功しなかったです

ね。

上野 あまりにも理想づ くめで したからね。実績



が あ ま り芳 ば し くな い の で,そ れ が か え っ て裏 目

に で て,コ ン ピュ ー タ,コ ン ピュ ー タ とい うが,

た い した もの じ ゃな い,ご くわ ず か な こ と しか で

き ん じ ゃな い か とい う反 省 に な り,世 論が 沈 静 化

して い っ た。 しか し,そ の後 テ ク ノ ロジ ーは どん

どん 進 ん で い っ て,今 回 の 中 間 答 申 を必 要 とす る

に至 った とい うわ け で す
。

岡松6年 間 の変 化 は,や は り非 常 に大 きか
っ た

とい う ことで です ね 。

上 野 え え,た い へ ん な 変 化 が あ りま した
。 とに

か く,49年 まで とは取 組 み 方 が 根 本 的 に違
っ て い

た。 そ うい う時 代 に な っ た とい う こ とで す
。 少 し

理 屈 っぼ くな ります が,情 報 と い うもの が
,物 を

認 識 す る媒 体 と して使 われ るだ け で な く
,物 を処

理 し,シ ミュ レー トす る とい うこ とに ま で進 出 し

て き て,非 常 に重 大 な役 割 を果 しは じめ た と痛 感

させ られ ます 。 シ ミュ レー シ ョン とい うの は
,要

す る に 情 報 の組 合 せ な ん で す ね
。 こ うした こ とは

そ れ まで 私 が 参 加 した 前 回 に は な か っ た こ と で

す 。 シ ミュ レー シ ョ ン とい う言葉 は
,今 回 の中 間

答 申 の 中 には あ りませ ん が,情 報 の役 割 だ とか 定

義 づ け な ど の中 に,私 の い った よ うな こ とが 含 ま

れ てい る と思 い ます 。

ス ペ ー ス 計 画 の よ うな前 人 未 踏 の エ リアが 開 発

され て い っ た。 それ ら も,情 報 の 活 用 の延 長線 上

で 可 能 に な っ て きた 。 こ うした エ リア は
,今 後,

ます ます 増 え て くる の で は な い で し ょ うか
。 そ う

い う意 味 で情 報 化 に 対 す る評 価 は
,ま だ まだ 低 す

ぎ る よ うな 気 が します 。 も っ と高 く評 価 す べ きだ

と思 い ます ね 。

10年後の ビジ ョンに焦点

上野 答申をまとめるとき,い つも思 うことです

が非常に専門用語が多過ぎる。専門用語をなくす

れば,書 こうとすることが冗長にな り,か つ要領

を得ない文章になって しまう。専門用語を理解す

るために,つ け焼刃的に勉強 しなければ追いつい
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てい け なか った 。(笑)。 それ に も う一 つ は
,夢 と

現 実 とい うか,近 い将 来 に実 現 可能 な もの と
,10

年 か50年 先 に な ら なけ れ ば 実 現 しない もの とが 同

居 して い て,遠 い 先 の こ とで も,一 見 す ぐに で も

実 現 しそ うに 書 か れ て い る。

岡 松 確 か に,ビ ジ ョ ンを 書 くに 当 って
,そ うい

う点 が 最 も書 きに くい点 です ね
。 夢 物 語 に な っ て

は い け な い し,か とい っ て,あ ま り現 実 か らば か

り積 み 上 げ て い く と,ビ ジ ョ ン ら しい もの に な ら

な い。 どの時 点 に話 の焦 点 を しぼ るか です ね
。 今

回は,一 応,1980年 代 の ビジ ョン と い うこ とで10

年 後 の 姿 を 描 こ うと した わ け で す 。 そ れ に も う一

つ,や りた くて で きな か った こ とに
,時 系列 的 に

とら え る こと と,情 報 化 産 み た い な情 報 化 指 数 と

い った も ので と らえ られ な い か とい うこ とが あ り

ま した 。 委 員 の 先 生 方 も議 論 して くれ ま した が
,

な か な か そ こ まで は い き ませ ん で した。

上 野 ア ン ケ ー ト調 査 で 専 門家 に 質 問 して
,そ の

達 成 可能 時 期 な ど の ス ケ ジ ュ ール を決 め る方 法 が

あ ります ね 。 そ ん な こ とで もす れ ば あ るい は で き

るか も しれ ませ ん ね 。

岡松 昨年 の10月,IBMの 人 と 同 じ話 を してみ

た ことが あ るん です 。 今 後,ど の 分野 で
,ど こ ま

で 情 報 化 が 進 む と考 え て い るか と聞 い た の で す

が,そ こ まで は考 え られ な い とい うこ とで した
。

た だ,一 つ の基 準 と して,紙 が どれ だ け 使 わ れ て

い るか を 考 え る とい うこ とで
,紙 が た くさん 使 わ

れ て い る と ころ に,コ ン ピ ュー タが 使 わ れ る余 地

が あ る とい うわけ です 。'

上 野 そ うい う意 味 で私 が ギ ャ ップ とい うの は
,

書 か れ て い る こ との い ろん な条 件 の整 理 が 必 要 だ

とい うこ とで す 。 それ ぞれ が,い っ た い ど うい う

順序 で 開発 され て い くのか,研 究 の 順 序 は ど うか

とい った こ と の,見 当が なか なか つ か な い の です
。

岡 松 情 報 の 手段 の提 供 サ イ ドの問 題 もそ の一 つ

で すね 。 先 に会 長 のお 話 の 中 で
,こ の6年 間 をふ

り返 っ て,最 初 は もの 珍 ら しさか らス ター ト した
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とい うこ とが あ りま した が,電 力 会社 の話 に して

も,日 本 の経 済 は,き わ め て プ ライ ス メ カ ニ ズ ム

が うま く働 い てい るの で は な い か とい う こ とを,

最 近,つ くづ く感 じます 。 とい うの は,よ くいわ

れ て い る よ うに 二 度 に わ た る石 油 危 機 は,日 本 に

と っ ては 神 風 で は な か った の か とい うこ とで す 。

石 油 危 機 で 日本 は も うダメ じ ゃな いか と い わ れ

た 。 だ が,現 実 に は,逆 に強 くな っ て しま った 。

政 府 が い く ら省資 源,省 エ ネル ギ ー を呼 び か け て

み て も まだ石 油 の方 が 安 い時 期 には,な か な か 真

剣 に取 組 まなか った 。 と ろが,石 油 が 他 の エ ネ ル

ギ ー に比 して割 高 に な った こ とで,コ ス ト面 か ら

少 い石 油 で な ん とか 効 率 を あげ よ うと本 気 で 考 え

る よ うに な った 。 そ こで 必 然 的 に コ ン ピ ュ ー タの

活 用 を中 心 に した 情 報 化 に 目が 向 き省 資 源,省 エ

ネル ギ ーが 大 き く前 進 した 。 つ ま り資 源 エ ネ ル ギ

ー の節 約 とい う視 点 か ら情 報 化 が 進 展 した
。 そ れ

が わ が 国 産 業 の国 際 競 争 力 を 付 与 す る こ と に な

る。 これ が うま く実 現 した の が,こ の6年 間 で あ

る よ うな気 が します ね 。

情報処理機能が市場に連動

上 野 日本 が プ ライ ス メカ ニズ ムに うま く呼 応 じ

て い る とい う問 題 の つ か まえ 方 の 中 に,い くつ か

コン ピュ ー タに 関 係 す る もの が か く され て い る と

思 い ます 。 普 通 の 経 済 学 な どで い うマ ー ケ ッ ト ・

メ カ ニ ズ ム とい う場 合,自 由競 争 の 中 で 価 格 が 決

め られ るわ け で す ね 。 基 本 的 に は そ うだ が,日 本

の場 合 は,お のず か ら一 定 の枠 が あ る。 だ か ら,

た とえば 石 油 価 格 が ど う変 っ も,価 格 と い う の

は,あ る幅 の 中 で しか 動 か ない 。 あ る見 方 か らす

れ ば,日 本 の マ ー ケ ヅ ト ・メ カ ニ ズ ムは,半 集 団

的 マ ー ケ ヅ ト ・メ カ ニ ズ ムで,完 全 な個 別 マ ーケ

ッ ト ・メ カ ニ ズ ムで は ない い と うこ とで す 。 つ ま

り集 団的 マ ー ケ ヅ ト ・メカ ニ ズ ムが 働 い て い る か

ら,個 々 にA,B,Cと い うグル ー プが バ ラバ ラ

に 動 くの で は な く,Aグ ル ー プ,Bグ ル ー プ とい

上野 幸七氏

嘆 鍵

ノ7

うように集団相互間の競争で価格 が 決 まって い

く。ところで,そ の集団がマーケットプライスを

決めるとき,何 で決めるかということを意識する

としないとにかかわらず,コ ンピュータ的才能で

決めているんです。いま,こ れだけ高い石油を入

れたら,お そらく製品の価格にどう反映されるだ

ろ うかをコンピュータではじいて決めていく。だ

から石油会社が製品の値段をあげるといっても途

方 もなく高くするわけにはいかない。そ うい う意

味で,情 報化がこれからの社会で自由競争 と共存

できる唯一の方法ではないかと思います。

岡松 そのあたりが,非 常に自然に行われるのが

日本人社会の一つの体質になっているようにも思

いますね。

上野 ええ,日 本がオイルショックなどに対 して

非常に強いという理由の一つは,日 本の情報処理

的機能が,や はり外国にくらべてはるかに優れて

いるからだと思います。これからますます情報化

を進めていかなければならないと思っているのも

そこに理由があるのです。石油危機のような大き

な危機にいながなら,そ の危機がある一定の幅の

中に収撤するとい う機能をもっているのは,非 常

に不思議な現象で,日 本はやはり不思議な国だと

思います。これは集団性とい うことによるものか,

あるいは コンピェータ的機能に優れた日本人の資

質によるものかは議論の分かれるところですが,

私はやは りコンピュータ側にその理由を求めたい



と思 い ます 。

岡 松 同 じこ の時 期 に,コ ン ピュ ー タ のハ ー ドで

は も う世 界 に 広 ま っ てい る。 石 油 危 機 ,資 源 不 足

とい うの は 世 界 的 な 環 境 と して 普 遍 的 で あ る の

に,そ の対 応 策 と して,い ち早 く情 報 化 を うま く

進 め る こと で,日 本 が 独 特 の抵 抗 力 を示 した こ と

に な ります ね 。

「雇用への影響」

欧州諸国にも変化

一 よく情報化の 「光と影」 とい うことがいわ

れますが,ヨ ーロッパあた りでは,た とえばコン

ピュータの雇用に対すするインパクトが大きな話

題になっています。日本では,比 較的問題は少な

いといわれているようですが,こ の辺 りはいかが

で しょうか。

岡松 一昨年の10月,そ の点についての調査結果

がOECDに 報告されています。マイクロコンピ

ュータの影響とい うことで特別の調査をしている

のですが,確 かに労働需要の減る部分もあるが,全

体としてむしろ雇用が増える方向にあ ります。こ

れは機械産業を対象にしした調査ですが,そ うい

う点でわが国は,そ れほど深刻な影響はなさそう

だと思いました。 このときOECDの 各国は,非

常に問題だと受取ってお り,日 本だけが孤立 した

状態だったのですが,確 かにヨーロッパ諸国では

深刻な問題のようで した。カナダやアメリカは,

まだ日本に近い立場だったすね。

それからちょうど1年 後の昨年10月 に,OEC

DのICCPで 同 じような議論が行われました。

私もそこに参加 していたのですが,日 本は,前 年

と同じ主張をし,問 題は,雇 用面についていかに

シフトするかであり,日 本は確かに終身雇用 とい

う特殊な雇用体制にあるが,諸 外国においても教

育をうまく行えば問題は解決できるのではないか

といったのです。アメリカはその通 りだと答えま

したが,意 外だったのは,西 ドイツや フランスあ
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た りが,従 来 は,雇 用 が 減 る減 る とい って 心 配 し

て い た の に,ど うもそ うで な い 部 分 もあ る と気 が

つ い た 様 子 だ った こ とで す
。 イ ギ リス で さえ,逆

に 雇 用 の 増 え る 部 分が あ る とい っ て い た のが 印 象

的 で した 。

結 局,そ の 会議 の ま とめ と しては,全 体 と して

み た場 合 と い う注 釈 つ きだ が,そ れ ほ ど影 響 は な

さそ うだ 。 問 題 は や は り,う ま く シ フ トさせ るた

め の 教 育 だ とい うこ とで した。

上 野 日本 で い え ば企 業 内教 育 と い うと こ ろで し

ょ うが,そ うい う仕 組 み が と りに くい 欧 米 で は ,

お そ ら く社 会 的 な 制 度 と して 受 け 入 れ られ る教 育

とい うこ とに な るで し ょ うね。

岡松 そ うで し ょ うね 。 しか し,実 際 には,こ れ

は大 変 な 問題 な ん だ と い う意 見 もか な りあ りま し

た 。 オ ー ス トラ リアの 女 性 の 代 表 は,婦 人 の 職 場

が 奪 わ れ て い る と主 張 して い ま した 。 ワー ドプ ロ

セ ッサ が 普 及 す る とタ イ ピス トが 失業 す る と い う

例 の よ うに,女 性 の職 場 が い ち ば ん影 響 を受 け る

と い うわ け です 。 また ヨー ロ ッパ に は,単 純 労 働

力 を他 の国 の出 稼 ぎ労 働 者 に や らせ て い る とい う

事 情 が あ り,こ れ らの 人 た ち の職 場が お か され る

とい う問題 もあ りま した。 しか し,一 方 で は,コ

ン ピ ュー タ に関 係 した 高 級 オ ペ レー タ,プ ログ ラ

マ ー な どの 職 種 の 人 材 の 不足 が 顕 在 化 しつ ふあ る

とい う点 に つ い て も考 え る必 要 が あ ります ね。

個人 的見 解 で すが,第 一次 的 に は コ ン ピ ュー タ

な い しマ イ コ ンの影 響は まず マ イ ナ ス に出 て くる

と思 う。 そ の面 だけ 見 れ ば,大 変 だ とい うこ とに'

な るが,し か し次 に は,そ れ を バ ックア ッ プす る

プ ログ ラマ ー とか オ ペ レータ ー とか に仕 事 が 広が
し

ってい くと,さ らに新 しい需要ができてくる。つ

まり第二段階です。 この段階になってくると,む

しろ労働力は不足だとい うことになる。第一段階

にいる国と第二段階に達している国との差がでて

きたのだと思いますね。



16

もの中心から情報中心へ

上野 最近よく省資源 ということがいわれます。

こんどの中間答申にも,こ れからのコンピュータ

の適応領域として省資源のことがだいぶん大 きく

取 りあげられていますね。 しかし,省 資源とい う

のは,も ともと本質的にモノを中心にした構造を

情報を中心にした構造に変えるとい うことなんで

す。従来は資源とい うものを,目 にみえるもの,

実在するものと考えていました。 しか し,こ れか

らは,単 に一部のモノを節約するのではな く,そ

れを全部やめてまった く別のモノを使 うようにな

るか もしれません。また,他 のモノと組合せて,

今まで使っていたモノと同一の効果をもたらすよ

うに工夫するかもしれません。つまり省エネルギ

ーというのは,一 種の産業構造の大変な変革なん

ですね。エネルギー不滅の法則によれば,エ ネルギ

ーは どこかに必らず存在しているわけです
。形態

は石油だった り石炭だった り水だった りと変 りま

すが,こ の トランスファーのプロセスこそ情報化

が解明すべきプロセスなんですね。エネルギー問

'題 も
,宇宙や深海の探索というのも,いわばみんな

情報化時代の産物なんです。前にいったように,

これらのことは実験できませんからね。ある人の

話では,遺 伝子工学 も情報時代の産物だとい うこ

とですが,お そらくそ うでしょう。遺伝子とい う

のは,ま さしく情報を伝達 しているものですから

ね。ですから情報化とい うのは,い ま問題になっ

ているもののほとんどを含んでいるんです。世間

の人が考えている以上に情報化の幅は広いんです

よ。

複雑化する相互関係

岡松 情報化をここまで進めてきたインパクトは

いったい何だったのかとい うことを考えると,次

に,さ らに情報化を進めるためにはどうすればい

いかという答えがでてくるように思います。 さき

ほどの省資源,省 エネルギーの問題にしても通産

省は,一生県命にかけ声をかけて,石油を減らして

石炭に切 りかえるというのですが,か け声だけで

は どうしても進みませんで した。同 じように,情

報化はいいことと,な んべんいってみても誰も取

組まないのではないか。ところが,実 際には石油

から石炭への切 りかえが うまく進み,石 油は減っ

ているのに成長 している。これはいったい,ど うな

っているのか,と い うわけです。これはやは り原

油の値段はあがったけれど,そ れを製品価格には

転嫁できない。そ うい う構造にもなっていないし

市場 もそ うなっていないというので自然とコス ト

切下げ努力をせざるを得なかったわけです。そし

て,そ れを可能にしたのは,コ ンピュータのハー

ドウエアの進歩であり,集 積回路の進歩だと思い

ます。技術進歩によって,値 段が どんどん安 くな

っていったのが大きな支えになっていたというふ

うに思います。今後も,こ のラインに沿ってい く

のか,い かないのかとい うことですね。

上野 難か しい問題ですね。一つ考え られ るの

は,い ままではこうい うことがあまり問題になら

なかったのが,最 近になってどうしてこんなにや

かましくなったのかとい うことです。考えられ る

のは,モ ノのスピードというものが非常に早 くな

ったとい うことです。それにつれて,昔 に比べて

相互依存の関係が格段に緊密になっています。 し

かも,片 方の変化がすぐにもう一方に影響 し,そ

れがまたすぐに別なところにはねかえってくる。

そ うい う衝撃的な過程とい うのが,非 常に複雑に

なっているんですね。非常に短時間の間に衝撃が

波及していくという状態になると,人 間の能力で

はついていけなくなる。変化の諸相が読みきれな

い,あ るいはわかっていてもそれに手を うつ時間

的余裕 もないし・手段もないとい うことになる。

巨大な相互依存関係が成長 してきたことによっ

って,人 間の能力をはるかにうわまわるよ うな要

素が 日増に大きくなった。人間の在来の力では理



解 で きな い 巨大 な ものが 生 まれ て きた 。 そ こで 考

え られ た コ ン ピュ ー タ とい うもの が,そ の機 能 を

発 揮 す る のは 非 常 に具 合 の い い もの とな って い っ

た。 しか も コン ピュ ー タは,問 題 の把 握 だけ で な

く,そ の 処 理 まで も して くれ る とい うわ け です 。

未踏技術への挑戦

一これ か らの 日本 の技 術 の 命 題 は ,こ れ まで

の よ うな 移 入 技術 を開 花 させ る とい うこ とで は な

く,新 しい分 野 に挑 戦 す る とい うか,未 踏 技 術 の

世 界 に踏 み 込 んで いか な くて は な らな い と思 い ま

す 。 い ま,私 ど もの 協 会 で も,第5世 代 の コ ン ピ

ュ ー タ とい うこ とで 新 しい技 術 に挑 戦 して い るわ

け で す が,こ の 辺 は,中 間 答 申 で は ど うな っ て い

るの で し ょ うか 。

岡 松 ち ょ うど56年 度 の政 府 予算 原案 の中 に,技

術 開 発 の三 つ の プ ロジ ェク トを のせ てい ます が,

これ まで の もの と いず れ も ニ ュ ア ンス が 違 って き

て い ます。 これ まで,情 報 処 理 関 係 の 技 術 開発 と

い い ます と,だ い た いIBMの 新 機種 が発 表 され

て,そ れ に 対 抗 し,あ るい は 国 内 市場 に迎 え うつ

た めに は,ど うして もIBM対 抗 機 種 の開 発 が 必

要 だ,と い う設 定 に よる政 策が 展 開 され て き ま し

た 。 しか し,今 回 の三 つ の プ ロジ ェ ク トは,か な

り違 った もの に な っ てい ます 。 い ま,お 話 に で た

第5世 代 の コン ビ=一 タ とい うの も,第4世 代 の

開 発 を や っ てい る と きに,ア メ リカ もや って い る

よ うだか ら,同 時 に 日本 も準備 して い こ うでは な

い か とい うこ とで ,開 発 に取 組 んで い る。 先 に あ

る もの を 追 っか け る とい うので は ない ん で す ね 。

横 一 線 に並 ん で ヨー イ,ド ンで ス タ ー トし,ど ち

らが 先 に 目的 に た ど りつ くか,ひ とつ や って み よ

うじ ゃな いか と い う考 え 方 な ん で す ね 。

二 つ の プ ロジ ェ ク トの うち ス ー パ ー ・コ ン ピ ュ

ー タ の開 発 計 画 も
,そ れ と同 じ趣 旨 か ら で て い る

ん で す 。 これ は ,い まの 市場 に 出 て い る コン ビュ

ー一夕の1000倍 ぐ らい の ス ピー ドの も の を8年 間 で

17

雛'80年 代情 報化 の ビジョン〉

岡松壮三郎氏

影
㌘
影

響

、彩

/.竺
珍
見
〃

%
/
・
・

/

'左

ジ

ニ

繋

㌘
影

夕

〆
ヶ
・
:

方

/

禦
"

麟

一

蕃 書

開発 しよ うと い うの です が,こ れ も具 体 的 に ど う

い う開 発 が 行 わ れ て い るか らや ろ うとい うの で は

な く,向 うは 向 うで や って い るだ ろ うけ ど,こ っ

ち も こ っち で ス ター トし ます よ,と い う こ とな ん

で す 。

また,次 世代 産業 基 盤 技 術 開発 の プ ロジ ェク ト

が 来 年 度 か ら ス タ ー トします 。 これ は,と くに 素

子 につ い て,21世 紀 の素 子 を 開 発 しよ うとい うも

の です 。 現 在,素 子 は,LSIか ら超LSIに き

て い るわ け で す が,そ の 次 の もの を 開 発 し よ うと

い うわ け で す 。 で は,そ れ は 何 か とい うと,私 自

身 も よ く理 解 で きな い 。 ど こか の 会社 で 実験 を や

って い るの で す か と メー カ ー に 聞 い て も,と て も

そ ん な もの で は な い とい う。 では,何 人 ぐら い の

人 が研 究 に携 わ って い る ので す か と い う と,ま

あ,一 社 に 一 人 か 二 人 は や っ てい ます か ね,と い

う具 合 で す 。 しか し,こ うい うもの に 政 府 は,今

年 か ら6億7000万 円 以 上 の 予 算 を つ け て い る。 こ

れ は,こ れ まで の 開発 の発 想,や り方 とは か な り

違 って い る と思 い ます 。

開発体制の転換を

上 野 そ うな る と民 間 も従 来 とは 異 る開 発 体 制 を

考 え なけ れ ば い け な くな ります ね 。

岡 松 民 間 企 業 に お け る研 究 開 発 は,ど ち ら か と

い うと,こ れ まで は す ぐに ソ ロバ ンに は ね返 って

く る もの が 中 心 で,社 内 の 評価 も,ソ ロバ ンの大
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きさではかられる面があります。いたしかたのな

いことですが,月 商2000億 円になる技術を開発 し

た研究者と2億 円の技術開発をした研究者がいた

場合,企 業がいずれの研究者を厚遇するかとい う

ことになると,こ れは前者にならざるを得ない。

となると研究者も,よ りパワーの大きい可能性の

ある研究をや りたがるとい うことになります。ま

た,こ れは企業によってかな り違いますが,企 業

の研究活動によって得た特許はその企業に帰属し

ますが,そ の研究に携わった個人に対 してどれ く

らの給付をするのかと聞いてみたことがあるので

すが,2000億 円クラスの研究開発で100万 円単位

ということで した。

もう一つは,研 究管理システムです。本来,研

究者は研究が使命であるはずですが,な ぜか 日本

の企業では管理者志向が強い。管理者になって自

分が研究を管理しないとほんとうの研究はできな

いと研究者であればあるほど考える。研究者は,

管理者になどなりたがらずに研究に徹すればいい

のですが,ど うも,そ うい うふ うにはいかない。

やは り研究管理のシステムに問題があるのだ と思

います。こうした傾向が,わ が国の研究機関やそ

の仕組みにどうしてもでてきます。それが,創 造

的な技術よりも目先きの利益,会 社の収益につな

がるような研究開発に研究者を走 らせてしま うと

い うことを実感させられます。

これからの技術開発を考えていく場合に,ま ず

その辺 りの考え方,や り方から切 りかえていかな

ければならないように思います。その意味で国が

委託費をつけたとい うことは,国 がその行くべき

方向を明示 して,そ の方向に対 して助成 しますよ

あるいは国としてその方向にニーズがあると判断

しましたよとい うことを明らかにしたわけです。

そうなると民間の研究者も,企 業内でこの方向を

目指す人がある程度,立 場を得ることになると思

います。現実に,そ うい う評価があるようで,企

業内における予算とか人の配分などに大きな影響

が あ る よ うで す 。 や は り金 と人 を投 入 しない こと

に は,創 造 的 技 術 とい うもの は な か な か進 み ませ

んが,こ ん ど の プ ロ ジ ェ ク トで,一 つ の 方 向 は で

た の では な い か と考 え てい ます 。

望まれる国家的視野と先行投資

上野 技術開発にしろ何にしろ,先 取 りしていく

のが国の役割であり仕事ですね。すでに企業がや

っているものを後追いしてやるとか,尻 ぬぐいを

す るとい うのは国の仕事ではありません。ですか

ら公共投資的な意味で問題を提起すれば,情 報に

関するいろいろな技術開発についても,相 当,国

がやるべきことがあるように思い ます。そ れ ら

は,金 融上の援助などに比べても,は るかに大 き

な意義をもっているように思います。その点,い

ままであまりにも軽視されてきた。それは,そ も

そものスター トにおいて,コ ンピュータや情報化

などは,企 業の当面する切実な要求を解決する手

段だとした認識からきています。企業の役に立た

ないことには見向きもしない。ですから視野 も全

然,狭 く,売 上げとか収益とかに関連させてしか

考えることができないわけです。これからは,国

が先導的な役割を十分に自覚して,考 え方を切 り

かえていかければならないでしょう。

岡松 過去はまさにその通 りでしたけれ ども,そ

うしなければならなかった要請とい うものもあっ

たわけです。

上野 体制,環 境が悪かったということですね。

それに,人 類学者の中には,日 本人は,モ ノまね

しかできない体質があるんだという人がおります

が,そ れは,ど うも独断と偏見にすぎるんじゃな

いかという気が しますね。

岡松 確かに,お 話にもでましたように研究開発

投資に占める国の資金とい うのは,諸 外国に比べ

て著しく低くなっています。民間の研究開発部門

に多くを依存した形になっていますね。諸外国に

比べて3分 の1ぐ らいでしたか。中間答申にも,



研究開発に対する投資をもっと積極的に考えてい

くべきだというご指摘がありましたが,確 かに私

どもが見落 しがちなところで,な るほどと思いま

した。

上野 技術開発 とい うことを誤認 しているんです

ね。 日本では民間主導だが,ア メリカやヨーロッ

パは,た くさんの金と人材をつぎ込んで新しい技

術を生みだしていくとい う体制になっているんで

すね。

岡松 確かに,裾 野も広いですね。

情報化の国際的展開

上野 もう一つ,中 間答申にもあ りましたが,国

際的展開とい うこと。これ もなかなかの難問題だ

と思いますね。

岡松 さきほどのICCPの 話ですが,そ うい う

会議にでてみますと,情 報化に対するOECDの

関心は極めて高いというように思われます。OE

CDの 加盟国は,先 進国 しかないわけですが,25

カ国ともなるとピンからキ リまであるにもかかわ

らず,小 国 も含めてこぞって強い興味を持ってい

るんです。私たちが情報化を考える場合,情 報産

業とい うハードの供給産業が一方にあり,そ れを

活用 している情報処理産業とい うものが あ りま

す。それが両方あいまって進んでいる日本は,相

当に進んでいると思っていたのですが意外な小国

が,い ろんな情報化を進めていることを一生懸命

に話 しているのです。ハー ドウエアの生産はどう

なっているかとい うと,こ れは,よ その国から購

入して,そ れでもって情報化を進めているわけで

す。それはそれで興味深いのですが,情 報化の程

度には,や は りかなり差があるわけ で す。 そ こ

で,い ちばん問題になるのは,大 企業や金融関係

には普及しているが,中 小企業に対 してこれをど

うい う風に導入 していくかとい うことです。こん

どの中間答申でも指摘 されたことですが,多 くの

国が,同 じことを指摘 してお りま した。で す か
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ら,彼 らなりにその方向に向って努力 しているの

だな,程 度の差こそあれ,わ れわれと同じ道を歩

んでいるんだな,と いうふ うに思いました。この

ことは,ICCP内 部での情報化にともな う問題

についての情報交換,あ るいは,少 し先に進んで

いるものとしてのわれわれの指摘というものがか

なり役に立つのだとい うことでもあるわけです。

上野 情報化は,必 然的に国境のないものになり

ますね。

岡松 そ うです。ですから今までの国境管理とい

うものも変らざるを得なくな ります。これ までの

国境管理は,物 と金 と人の管理をして い た わ け

で,税 関とか出入国管理とい うのがその役割で し

た。情報を管理するとい う人は誰もいなかったわ

けです。たとえば,テ ープが入ってきたとき,こ

のテープには重大な情報が入っているから,こ れ

は関税何万円だとい うことはない。テープはあく

までもモノとして1本 のテープです。

今後,情 報というものは,そ うい う意味で,今

までの概念を越えた流通を しはじめるのではない

かと思います。そ うなりますと,新 たな世界的,

国際的な仕組みを考えなければならな くな り ま

す。いままでの 仕 組 み では,ど うも狭すぎます

し,窮 屈な感 じが します。 どういう形がいいのか

まだ私にもわか りませんが,こ うい うことについ

て,国 際的にデ ィスカ ッションをすることが必要

ではないかと思います。.

上野 やはりこれは難問ですよ。情報とい うのは

知識ですね。知識とい うものは,万 人のものであ

って一人のものではないという有名な言葉があり

ますが,そ れ と同じように,情 報は,万 人の財産

であって,た った一人の財産じゃないとい うふ う

に考えられがちなんです。 しか し,現 実には,共

用意識 とい うものが非常に乏 しい。共用意識は別

に しても,少 し政治的に過 ぎるかもしれ ませんが

情報政策とい うのは,や はりそれによって自分の

国がどうなるのかという問題がある。守るべき立
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場 と い うもの もあ な が ち 無 視 で き ませ ん 。理 論的

には,情 報 の前 に は,だ れ もが 同 じな は ず で す

が,実 際 問題 と しては やは りス ッキ リ割 り切 れ な

い もの が 残 るわ け で す 。 デ ー タベ ース に つ い て も

同 じよ うな問 題 が 残 る と思 い ます ね 。

発展途上国への協カ

ー 世界平和にも寄与

岡松 もう一つ国際化の面で,発 展途上国の情報

化に日本が どのように貢献できるかとい う問題が

あ ります。表面的には,情 報化を経済協力という

点で手助け していきますと,そ の結果として発展

途上国の中が情報化されていき,そ の内容が把握

できるようになる。これは,世 界経済全体にとっ

ても,非 常にプラスになるのでは な い で しょう

か。たとえばいまわれわれは,エ ネルギーについ

て考えれば,い まどのくらいの人口で,ど んな形

で消費し,ど こにどれだけス トックがあってどう

流れているかをわからないままに,手 さぐりでや

っている部分がある。これが,全 世界的にズバ リ

とリアルタイムで把握できるようになれば,問 題

はかなり解消してしまうのではないか。いわば,

思惑による取引きが成立しなくなってしまうので

はないか……。

上野 そ うな りますと,世 界平和がいっそう保ち

やす くなりますね。今みたいに,相 手の手の内が

わからないまま疑心暗鬼 とい うことがなくなるで

しょうから。

岡松 そうですね。ある国がどれだけ石油を買い

込んだ,そ してそれを貯えている。どうも平常以

上に貯め込んでいるようだということになれば,

これは何かに備えているのではないかとい うこと

になる。みんなが,情 報の姐上になるべく同じレ

ベルであがってくれるとい うことが,わ が国や先

進諸国の情報化の効率を高めることになります。

情報化というのは,や はりや り始めたらワール ド

ワイ ドにやらなれば効果が半減 して しまうとい う

ことです。

上野 一種の世界国家とい う遠大な計画も必ずし

も夢でなくなりますね。

岡松 かつては物理的な暗黒大陸があったように

今は,情 報の暗黒大陸があちこちに残っている。

それをうまくつなぎ合わせて,そ れこそ人工衛星

でネヅトすれば,な んでもないことですね。

上野 情報の暗黒大陸が地球上にあることが,一

つには国際的な紛争の原因をつくりだ して いま

す。ですから,そ うした暗黒大陸を地球上からな

くすることが,世 界平和のためにも必要だと思い

ます。

岡松 そ うですね。これは情報化によってかなり

解決できるところがありますね。そ うい う面で,

日本が音頭をとって各国に働きかけてい くといっ

たことも非常に意義がありそ うですね。

本答申への見通 し

一 中間答申が一・応でて,こ の春には最終答申

がでるとい うことですが,こ のあとは,ど のよう

なプロセス,作 業があって,ど ういう内容の答申

がでてくるのでしょうか。

岡松 まだ成案ができていませんので、内容につ

いてはなんともいえませんが,最 終 目標としては

5月 中には最終答申をいただきたいと思っていま

す。まだ残 っている問題 もありますので,そ れを

もう少し議論していただいてからと思います。残

された問題のうちで,い ちばん大きな問題は法制

上の問題です。いわゆるプライバシーとか情報公

開についてです。すでにいちど議論てしいただい

ているのですが,こ れを今後,ど のように扱 って

い くか とい うことをもっと検討していきます。ま

た,シ ステムハウス等の新規産業の問題も,ま だ

手がついていません。

答申の形 としてどんなのがいいのかも,ま だま

とまっていませんが,で きればビジョンの中で,

セクターごとにもう少し具体的なイメージが描け



な い ものか と考 え て い ます 。 製 造 業 ,社 会 シ ス テ

ム分 野 あ るい は オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの 分

野 とい うこ とで,あ ま り夢 物 語 と混 在 しな い で時

系 列 的 に書 け な いか と… …。 代 表 的 な分 野 を あげ

て,5年 後 には こ こ まで くる,10年 後 に は こ うな

るの で は な い か とい った もの を つ け た 答 申 が 考 え

られ な い か と私 自身 は考 え て い ます 。

も う一 つ大 事 な こ と は,中 間 答 申は ,56年 度 の

予 算 のバ ック ア ップ と して短 期 的 政 策 を 求 め る こ

とが 主 流 だ った の で す が,本 答 申 は,ま った く異

る とい うこ とです 。 こん どの答 申 は
,10年 の レ ン

ジ で,21世 紀 へ の旅 立 ち の時 と して1980年 代 を 考

え て い るわ け で す 。 そ の10年 のた め の施 策 は 何 か

とい うこ とで,ビ ジ ョンを 実現 させ るた め の施 策

も,い ろ い ろ長 期 の施 策 と して あ り得 る だ ろ うと

思 い ます 。 さ きほ どか らの 技 術 開 発 の面 ,光 と影

の 部 分 の 問 題 を ど う先 取 り して 解 決 して い くか な

ど,そ うい う長 期 の 施 策 の 中 で ,政 府 が行 っ て い

か なけ れ ば な ら な い も のは 何 か と い っ た あ た りが

5月 答 申の 中 心 に な るで し ょ う。

国民的課題として受止める

上野 もう一つ,こ れは答申を読まれる方への希

望ですが,受 ける側にも,そ れを読みこなす感度

がなければならんとい うことです。答申を出す側

と読む側が,同 じペースにならなければ困るわけ

で して,書 いている側をとか く専門家祝して,独

りよが りのことをいっていると評価 しがちで,受

取る方は,な にか自分の問題でないような受け方

をしてもらっては困ります。感度のにぶいものに

は,ど んなに良い電流を送っても通 じませんから

ね。とにか く答申に満足するかしないかは,そ の

人その人によって異るけれ ども,少 し感度を研ぎ

すまして,そ の行間を読み取るくらいに読んでい

ただきたいとい うことです。情報化は自分たちの

問題なんです。政府が一方的につくるわけではあ

りませんからね。

12

■'80年 代情報化のビジョン■

岡松 たしかに一方には感度の問題がありますが

こちら側としても感度が高まるような出 し方があ

るのではないかと考えています。

中間答申の中でも,情 報産業の産業構造的位置

づけを論じており・省資源 ,省 エネルギーに寄与

する知識集約化産業にふれています。この問題は

おそらく49年当時に議論 しても,そ うい うお経だ

けはできたと思います。しかし,現 在では,こ れ

が現実のものとして受け入れ られ始めています
。

したがって,こ の説明にも,か なりの説得力があ

るのではないかと思います。

もう一つは,今 回の議論が,80年 代の通産 ビジ

ョンの各論だとい うことを冒頭に申しあげました

が,通 産 ビジョンでは,経 済大国として国際的貢

献をすること,資 限小国として資源の節約を して

いかなければならないこと,そ してそのために技

術立国を目指 していかなければいけないこと,さ

らに活力とゆとりを持たなければいけないとい う

ことをいっています。今回の答申は,そ ういう国

民的課題 と情報化の関係とは何かとい うことを一

つ一つ説いてみました。いずれの局面においても

活力とい う場合は,主 として生産活動,産 業面の

関係と考えてみるとわか りやすい し,ゆ とりは,

国民生活を考えてみればわか りやすいのですが
,

情報化とい うと,な にかせXこ ましいと受けとり

かねないところのあるので,こ の点の理解を深め

ていく必要があると思っています
。情報化が進ん

だらどこにいても管理されているようで,ゆ とり.

とはおよそ逆ではないかと思われがちなのですが

情報化とい うのは,機 械でできることは機械にま

かせて,そ こから生まれる時間を,そ れぞれのや

り方で自由に活用 しようとい うことなんです。い

ずれにしても,情 報化社会における生活 とゆ とり

とい う問題については,も う少 しわか りやす く説

く必要があると痛感 してお りますので,今 後も,

いろいろ努力 していきたいと思っています
。

一 どうもありがとうございました
。

、
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定 着 しは じめ た

漢字検索システム

特許情報オンライン検索 システムー

<PATOLIS>

拡大するニーズに応える

特許情報のもつ権利情報,技 術情報としての重

要性があらためて見直されている。い うまでもな

く,驚 異的な科学技術の進歩がもたらした極めて

今日的な現象の一つである。

膨大な特許情報の中から,必 要な情報をいかに

的確かつ迅速に入手するか一 飛躍的に増大する

情報量の洪水を前に して,利 用者は,多 くの労力

と時間をかけて苦闘していた。

「時代の要請に応えて,こ の溢路をいかに打開す

るか。」昭和46年6月1日 の設立以来,財 団法人

日本特許情報センター(JAPATIC)は,一

貫 してこのテーマに取 り組んできた。その結果,

昭和53年 秋,ミPATOLISミ と呼ばれるオン

ラインによる特許情報検索システムを開発,昭 和

53年12月 からサービスを開始 した。

もともとJAPATICは,「 内外国の特許情報

を総合的に収集 ・管理し,こ れを的確かつ迅速に

提供することによって,産 業の発展と科学技術の

向上に寄与する」目的で設立された組織である。

発足以来9年,そ の目的実現の第一歩のスター ト

を切ったわけである。昭和45年5月 の国会で 「特

許法等の一部を改正する法律」が成立,特 許法が

大幅に改正された。急速に増大する特許情報の効

率的管理 と情報流通の円滑化,大 衆化を図るため

に公開制度の採用を決定したのが骨子だったが,

産業界等の強い要望により,新 規性調査機関の設

置が付帯決議に盛 り込まれた。こうして生まれた

のが,JAPATICだ ったのである。

現在,蓄 積データは,国 内情報540万 件,国 外

情報750件 に達 し,巨 大なデータベースを構成す

るに至っている。PATOLISは,昨 昭和55年

10月 に大幅に拡充され,サ ービス内容も急速に拡

大 している。TSSシ ステムの開発切り換えが行

われ,こ れまでの漢字に加えて,カ ナシステムの

サービスも開始された。また,各 国の特許庁間の

情報検索に関する国際協力のためのパ リ同盟委員

会(ICIREPAT)の システムの検索サービ

スも行われている。

「共用端末によるサービスのほか,希 望によって

導入端末制を採用 しています。現在,特 定通信回

線を利用 した端末が37台 稼動 しており,こ の4月

からは41台 になる予定です。また,公 衆通信回線



利 用 の カナ シ ス テ ムは,210台 稼 動 して お り,や

は りこの4月 に は,あ と100台 増 え る予 定 に な っ

て い ます 。」

東 京 ・虎 ノ門 の同 セ ン タ ーで,今 井 政 司 渉 外 部

長 は い う。 急 ピ ッチ の営 業 体 制 の拡 充 ぶ りを 目の

前 に して,今 井 部 長 の言 葉 に も,自 然 に 力が こ も

る。 カ ナ シ ス テ ム に比 べ て,漢 字 シ ス テ ム のほ う

が は るか に読 み や す い 。 しか し,現 在 の とこ ろ,

端 末 機 の レン タル 料 が 月間,カ ナ2～6万 円に 対

して漢 字 は24万 円 とか な りの開 きが あ る。 これ が

そ の ま ま稼 動 台数 の差 とな って現 わ れ て い るわ け

だ が,デ ータ ベ ー ス の い っそ うの拡 張 とシ ス テ ム

開 発 の努 力 に よ って,サ ー ビス 内 容 の拡 充 に努 め

て い きた い と もい う。

「毎 月,最 終 土 曜 日に 休 み を い た だ い て フ ァイ ル

の 更 新 を す る一 方,約50名 の 情 報 シス テ ム部 の要

員 の うち 半 数 の 若 手 が 新 しい シス テ ムの 開発 に取

り組 ん で い ます 。 本 格 的 な サ ー ビス は,ま だ 始 ま

った ば か りで す が,昭 和57年 あ た りか らは 図形 サ

ー ビス もや りた い と思 って い ます 。 また,将 来 は

公 開 実 用 新 案 に つ い て も技 術 内 容 検 索 を や るな ど

広 域 サ ー ビスを 確 立 してい きた い と 思 っ て い ま

す 。」(今 井 部 長)

い ま の とこ ろ主 な ユ ーザ ーは 化 学,電 気,機 械

関 係 の製 造 業 が多 い。 セ ク シ ョン別 で は,や は り

研 究 開発 部 門 の利 用が 伸 び てい る。

オンラインでよ り利用 しやす く

では,PATOLISは,ど のようなハー ドウ

エアおよびソフトウエアから構成されているのだ

ろ うか。

まずその特長からみていくと,大 別して次の7

つの大きな特長をもっている。①読み易い漢字シ

ステムである。②会話形式なので,確 認 しながら

検索できる。③操作が簡単なので確にでも手軽に

利用できる。④自分で操作するので秘密保持がで

きる。⑥遠隔地にいても,い ながらにしてしかも

待たずに検索回答が得られる。⑥回答様式を自由
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に 選 択 で き る。 ⑦ デ ー タ が充 実 して い る。

ハ ー ドウエ ア に つ い て み る と,漢 字 端末 機 に よ

る漢 字 オ ン ライ ンサ ー ビス とカ ナ 端 末 機 に よ る オ

ン ライ ンサ ー ビス を 同 時 に 実 行 で き るよ うに構 成

され てい るの も大 きな 特 長 の 一 つ だ 。 ハ ー ドウエ

ア の構 成 は,図 一1の 通 りだが,漢 字 シス テ ムに お

け る使 用 機 器 は,次 の よ うな 構 成 に な って い る。

<JAPATIC>サ イ ド

◆ ホ ス トコン ピュ ー ター この シス テ ムの す べ て

の処 理 を 行 う中枢 部 分 だ 。 そ れ そ そ の端 末 との メ

ッセ ー ジ交 換 と処 理 をTSS方 式 で 同 時 に 処 理 す

る。

◆ 通 信制 御 装 置一 通 信 回 線 と ホ ス トコ ン ピ ュ ー

タ の つ な ぎ役 で,ホ ス トコン ピ ュー タが 作 成 した

メ ッセ ー ジ を どの 回線 に流 す か,あ るい は ど の端

末機 か ら の メ ヅセ ー ジ を ホ ス トコン ピュ ー タに 渡

す か な ど回線 全 体 の コ ン トロー ル を行 う。

◆ バ ッフ ァー ホ ス トコ ン ピ ュー タ お よ び端 末 機

か らの メ ッセ ー ジを一 度 ス トッ ク し,両 者 の処 理

ス ピ ー ドの差 を調 整 す る と同時 に,メ ッセ ー ジ の

形 を 通 信 また は 処理 しや す い よ うに整 え る。

◆ モ デ ム一 変 復 調整 装 置 。 デ ー タ を伝 達す る た

め にCARRY(搬 送 波)を 発 生 し,そ の搬 送 波

に デ ー タを 乗 せ て 送 りだ した り,あ るい は受 信 し

た 搬 送 波 か ら伝 送 デ ー タを 分離 す る。

〈 ユ ーザ ー側 〉

◆ モ デ ムー ホ ス ト側 と同 じ働 きを す る。

◆ 端 末 制 御 装 置 一 端 末 機 の コ ン トロ ール,文 字

の発 生,プ リン タ ーへ の出 力 な どを 行 う端 末機 の

中 枢 部 分 。 ・

◆ 漢 字 デ ィス プ レイー キ ャ ラ ク歩 一デ ィス プ レ

イ と呼 ば れ る ビデ オで,と くに 漢 字 を 表 示 で き る
し

もの を使 用 してい る。1画 面 に 横 に40字(カ ナ は

80字),縦 に12ラ イ ンを 表 示 で き る。

◆ キ ー ボ ー ドー 端 末 機 か ら の入 力 のた め のキ ー

ボ ー ドで,英 文 字,カ タ カ ナ,特 殊 記 号,各 種 の

フ ァ クシ ョンキ ー か ら成 っ て い る。

◆漢 字 プ リン タ 一一 デ ィス プ レイ に表 示 され た

、
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図 一1・ ハ ー ドウ エ ア 概 念 図

デ ー タを そ の ま)・ 一 ドコピ ーで き る。

ソフ トウエ ア の構 成 は,図 一2の 通 りだ が,漢

字,カ ナ両 端 末 機 数 の増 大 と フ ァイル 数 の増 加,

機 能 の拡 充 な ど に よ って ホス トコ ン ピ ュー タ の処

理 量(JOB)が 飛躍 的 に 増 大 す る こ とを 考 え て,

TSS方 式 に よっ て運 用 され てい る。

「昭 和53年6月 シス テ ムが で きてか ら半 年 間,

セ ン タ ー 内で く りか え しテ ス トしま した。 それ で

サ ー ビス に踏 み きれ る とわ か った と きは,非 常 に

うれ しか った です ね 。TSSシ ス テ ム に つ い て

は,ほ ぼ1年 で 開発 を終 え ま した 。 み ん な 張 り切

っ てや って くれ ま した か ら。」(今 井 部 長)

きめ細 か く,広 範 に……

PATOLISで は,具体的には,ど んなサービ

スを行っているのか。ユーザーは,ど のようなメ

ッセージを受けとることができるのだろうか。

特許情報をよく見るといくつかにわかれている

ことに容易に気がつく。まず,国 内の場合,特 許

はズバ リそのものの特許と実用新案の二つに大別

されている。それに意匠 ・商標の二つの情報があ

る。PATOLISは,こ れらについて特許 ・実
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図一2・ ソフ トウ エ ア構 成 図

用 新 案,意 匠 ・商 標 のす べ て の照 会 サ ー ビス と検

索 サ ー ビス,特 許 ・実 用 新 案 につ い て の番 号 リス

トサ ー ビス を カ バ ー して い る 。ほ か に ア メ リカ特

許 の照 会 と検 索,ウ ィー ンのINPADOC(国

際 特 許 情 報 セ ンタ ー)の パ テ ン トフ ァ ミ リー照 会

も行 っ て い る。

、

照 会 サ ー ビス は,そ れ ぞれ の番 号 か らそ の 内 容

を 求 め るサ ー ビス で あ り,検 索 サ ー ビス は,サ ー

チ キ ーの 組 合 せ に よ る論理 式 で該 当 す る件 を さが

しだ す サ ー ビス で あ る。 また 番 号 リス トサ ー ビス

は,公 開 あ るい は 公 告 番 号 を 入 力 し,オ フ ・ライ ン

リス トを ア ウ トプ ッ ト・サ ー ビスす る こ と,パ テ ン
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トファミリー照会サービスは,第1出 願国の出願

データから,優 先権を主張 して他国へ出願 され,

発行された同一技術内容の公報番号を知るサービ

スである。

照会サービスは,そ れぞれの番号から他の番号

の対応関係,あ るいはその件の書誌的事項や審査

経過情報を知るのが 目的で,ア ウトプヅトは,端

末機から直接 うちだされ,オ フ ・ラインのアウト

プットはない。これに対 して,検 索サービスは,

結果を端末機から直接取 りだすことができるほか

JAPATIC内 の大型漢字プリンターによって

リス トを作り,こ れをユーザーに送付 す る方 法

(オフ ・ライン)の 二つがあり,ユ ーザーは,そ

のいずれかを自由に選択することができるシステ

ムになっている。

場合によっては,情 報は的確 ・緻密であった方

がよかった り,細 かい分類を指定 して必要最小限

の結果だけを検索 したいなどそのニーズはさまざ

まである。検索サービスについてみると,検 索デ

ータを入力する場合は,か なり細かい指示を行 う

ことが可能になっている。

たとえば,日 本の特許分類につ い て は,主 分

類,副 分類あるいは主副両方のいずれの指定もで

きるし,国 際特許分類につい て も,第1発 明 情

報,全 発明情報,参 考情報,相 補情報,全 付与分

類のいずれの指定もできる。

検索サービスについてもう少し詳 しくみてみよ

う。まず,日 本の特許 ・実用新案のサービスにつ

いていえば,公 害特許については昭和30年,実 用

新案については昭和35年,公 開特許 ・実用新案に

ついては昭和46年 から,そ れぞれ書誌的データ,

審査経過情報(中 間処分,異 議申立,査 定,登 録

等の情報)と 公開特許抄録からの目的文がコンピ

ュータに蓄積されている。そして,こ れらのデー

タを対象にして,公 告,公 開,特 許,実 用新案,

出願人,発 明者,特 許分類,発 明の名称など約30

項 目近くの項目から必要 とする情報を選別して出

力することができる。

「このサービスは,検 索の目的,手 法がバラエテ

ィに富んでお り,膨 大な量の蓄積データの中から

いつで も迅速かつ的確に必要な情報が得られるの

が特長です。現在では,人 手では非常に困難な調

査事項が少くありませんからね。」(今井部長)

米国特許については,1968年 からの書誌的デー

タが蓄積されている。そ してこれらのデータにつ

いて,日本と同じ調査が可能であり,米国での特許

日から約1ヵ 月のタイムラグで実施されている。

PATOLIS漢 字のサービスが定着 しは じめ

たことによって,こ 特許情報をより身近かなもの

に=し たいとい うJAPATICお よびユーザー

の願いは,現 実のものになった。料金的な面での

問題,サ ービス内容の拡充 といった課題はこれか

らに残 されているが,近 い将来,よ り優れたシス

テムに展開されるようになるであろ うことは間違

いない。JAPATICの 若い頭脳が,い ま,そ

の夢の実現に向けて闘いを挑んでいる。そ してそ

の成果に,ユ ーザーの熱いまなざしが 注 が れ て

いる。

オンラインサービスのサービスタイムは,当 初

は午前9時30分 から午後5時(土 曜日は12時)ま

でだった。しかし,端 末機の普及とともに,サ ー

ビス時間の延長を望む声がにわかに強 くな り,今

年1月 からは,終 了時間が,午 後5時 から6時 へ

と1時 間延長された。

「研究者たちは,会 社の正規の就業時間を過 ぎて

なお仕事を しているわけですね。それだけ特許情

報に対するニーズが高まってきているとい うこと

です。」と今井部長も,ユ ーザーの熱心さに感心 し

ている。

PATOLISの ような情報検索サービスの展

開は,こ れ までの人間の根気のいる複雑な仕事の

暗いイメージを完全に払拭 してくれる。気の遠く

なるような作業から解放 された人間の能力とそれ

にょって生み出された新 しい時間が,わ が国の産

業 と科学技術をより発展,向 上させていくことは

間違いあるまい。
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塵外の註齋 台湾の

情報化週間とその周辺
一 台湾訪問印象記一

斎 藤 有

台湾政府は情報産業の将来の発展に重大な関

心を示 し,国 をあげて情報化を進めるため強力

な施策を展開しようとしている。このため,か

ねてからわが国の情報化週間に関心を寄せ昨年

12月に同国でも,政 府の主導のもと官民共催の

情報化週間が開催された。

これ までのいきさつもあって,そ の開会式に

ぜひ出席 してほ しい,と の同国政府の要望があ

り,こ れを機会に当協会の手島専務理事,山 鳥

調査課長と共に約一週間,同 国を訪問した。以

下,こ の期間に見聞した同週間の模様 と最近の

台湾事情について個人的な印象も含めて報告 し

たい。

1最 近の台湾経済と情報化への取組み

台湾は周知のとお り中華民国台湾省として再

発足(1912年,国 父孫文氏により国民政府が樹

立されてから69年,明 年の70周年には種々の記

念行事が計画されているとい う。)し て以来,

反共をスローガンに経済的にも順調に発展して

きた。

最近の経済成長は第一次石油ショック後 も年

平均10%内 外を維持 し,1979年 のGNPは323

億NT$,一 人当りの国民所得 も1,720NT$

に達 しており,ア ジア諸国では,わ が国,シ ン

ガポール,香 港に次ぐ水準となっている。

このような経済の発展は輸出に支えられた製

造業の急速な発展によりもたらされたもので,

最近20年 間で見ると農業のウェイ トは30%か ら

約10%に 激減 し,鉱 工業が約26%か ら46%に 大

幅に増大 している。

同国は,こ のような経済の発展を背景に各種

の大規模な国土開発,地 域開発のプロジェクト
し

を進めている。しかし台湾は,わ が国と同じく

資源,エ ネルギーに乏しく今後の発展は国民の

勤勉さ,教 育水準など人的資源に依存するほか

なく脱工業化社会への舵取 りが真剣に論議され

てきた。

こうした事情を背景に欧米諸国やわが国の影
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響も受けて情報産業の役割に大きな関心を寄せ

ている。

2台 湾資訊工業促進会の設立

筆者は2年 前の秋,当 時のJIPDEC副 会

長の資格で台湾政府の招待を受け,当 協会発足

の事情や活動の状況等を話す機会があった。

それとい うのも当時,同 国政府は,わ が国を

範 として当協会 と類似の情報化推進機関の設立

を構想 しており,こ のため,関 係者 との間で当

協会の経験を基礎に様々なデ ィスカヅションが

行われたのであった。

その後も台湾からは関係者が度々当協会を訪

れ話合いが進められた結果,昨 年5月 に台湾資

訊工業促進会(III-,InstituteofInformation

Industries)と い う第三セクターの性格を持つ団

体が発足 し,会 長には同国,工 業技術院長の方

賢斎氏,理 事長には政府の有力閣僚で情報化の

推進者である無任所大臣の李国鼎氏,理 事には

政府各省の次官及び民間の要人が就任 した。

IIIは 活動の一つとして同国の情報化週間

の推進母体 としての役割 も担 うこととなったの

で,昨 年10月 に開かれたわが国の第9回 情報化

週間の際,李 大臣以下関係者多数が来日し,そ

の模様をつぶさに視察 して帰った。

その後,同 国ではIIIを 中心に急速に準備

が進められ12月 第2週 に台湾で初めての情報化

化週間一 「資訊週間」が開催 され る運びとな

ったのである。

3情 報化週間の概要

台湾の情報化週間一 「資訊週間」は政府(経

済部,財 政部両大臣及び李無任所大臣)の 主導

のもと官民合同の関係者で構成する 「中華民国

資訊週間準備委員会」の手で計画,準 備が進め

られ,大 綱の決定から約2ヵ 月の短期間で開催

にこぎつけた。同週間の内容や考え方は,わ が

国のそれ と大きな差はな く,似 たような行事が

行われた。

(1)データ シ ョウの開 催

台北市の外資協会松山展示館の広いスペース

を利用 し,各 種の新製品やシステムの展示,情

報産業の現状 と将来に関する展示(ス ライ ドや

デ ィスプレイを活用),分 散処理に関する展示,

マイクロコンピュータの応用や漢字処理に関す

る実演などと併せて図書資料などの展示も行わ

れた。
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▲情報化週間のメイン行事 ・データシ ョウ会場

展示はアメリカ,日 本の主要 コンピュータメ

ーカー,あ るいは,そ の代行機関のほか,交 通

部(デ ータ通信,デ ータベース ・サ ー ビス な

ど),工 業技術院など同国政府機関からの出展

があり注 目を集めた。

情報化週間の開会式は,こ のデータショウの

開会に合せ12月8日 にここで行われ 経 済 部 大

臣,李 無任所大臣のオープニング・ア・ドレスの

あと参列者一同が会場を一巡した。会場内には

両大臣の式辞と同じ趣旨の 「総統訓示」が掲示

され,そ れには次のように書かれてあった。

「今や先進国,特 に米,同 両国は完全に情報化

社会に突入 し,情 報や知識を有効に活用するこ

とにより産業の生産性を高め,社 会生活のレベ



ルアップが行われている。 しか し,わ が中華民

国の情報化は先進国に比すれば著 しく遅れてい

る。わが国官民各位は情報化の現状と重要性を

よく認識 し,一 致協力 してわが国情報化の進展

に努力 し,も って国際競争力の強化発展をはか

る必要がある。」

これからみても情報化を促進することが政府

民間を通 じて,目 下最大の課題となっているこ

とが うかがえる。

(2)研究会等の開催

専 門家,政 府 省 ・市 な どの官 庁 職 員,企 業 の

実 務 家,学 校 教 師 な どに対 象 をわ け 全 国各 地 で

研 究 発 表,講 演 会 が 行 わ れ た。

テ ー マは マ イ ク ロ コン ピュ ー タの 応 用,漢 字

処 理,分 散 処 理,ア プ リケ ー シ ョ ン ・シス テ ム

(バ ンキ ン グ,港 湾 シス テ ムな ど)の 紹 介 な ど

が あ った 。講 師 に は ア メ リカ 及 び 日本 か ら も招

待 され て お り,そ の数 は数 十 人 に達 してい た 。

(3)通俗講演会の開催,施 設の公開

情報処理や コンピュータなどについての一般

向けの「通俗講演会」も全国的に行われた一方,

大学などのコンピュータ施設が開放され見学会

が催 された。

(4)企業内システムの紹介,見 学

コンピュータを使用 している政府機関,大 企

業などが情報化週間の期間中,何 日かを割いて

施設を公開 して一般の人に見学の機会を与える

とともにシステムの紹介を行 っていた。 このう

ち筆者らが視察した国税庁,造 船,鉄 鋼公司の

システムについて簡単にふれる。

●国税庁コンピュータセンター(台 北市,国 税

庁台北本部)

ここのシステムは国税のほか必要に応じ地方

税及び民間資金関係の業務も実施 しているとい

う。 したがって,わ が国の国税庁のシステムと
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は若干趣きを異に している。現在,全 国的なネ

ットワークを計画中で今後2年 間で端末数500

位のネ ットワークを完成 させる予定だという。

コンビ=.・一タは当初CDC-3000シ リーズを

導入 したが最近,サ イバーネット172に 変更 し

た。

●造船公司(高 雄市)

高雄市は最近では人口100万 を超え重工業の

みならず,電 子工業など近代工業の中心 となっ

ている。また台湾随一の良港を抱え貿易も盛ん

である。

造船公司は本社は台北にあ り造船所が高雄と

基隆にある。高雄の造船所は世界第二の規模の

ドックを有 してお り造船のほか掘削機械などの

製造も行っている。造船公司のコンピュータセ

ンターは,こ の高雄造船所にあり上記の三つの

事業所を結んで トータル ・システムを運用 して

いる。

システムは経営,財 務管理などの一般管理業

務,生 産管理業務としてはCAD/CAM,N

Cな ど広汎な業務に運用 している。

ハー ドウエアはサイバーネット172を 中心 と

して構成 しており,ソ フ トウエアは自社開発の

ほかアメリカのサプライヤーから提供を受けて

いる。

●鉄鋼公司(高 雄市)

鉄鋼公司は,ま だ第一期計画の操 業 に あ り

1982年 からの第二期計画に備えている。

現在のシステム運用は経営管理業務が主体で

第二期計画のもとで生産管理業務を含めた トー

タルシステムとする模様である。

ハー ドウエアは将来の拡張に備えIBM4341
ト

2セ ッ ト,端 末数237で シス テ ムを 構成 して い

る。

4マ ス コミの協力

情報化週間に対するマスコミの協力は,か な
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り積極的なものに見受けられた。新聞(英 文ニ

ュース)テ レビ等が情報化週間をどう扱 うか特

に注 目していたところ,情 報化 の重 要 性,現

状,将 来動向あるいは展示品の紹介とか個々の

システムの紹介などをとりあげ積極的に協力 し

ていた。これは政府の熱意 とマスコミの理解の

深さを示すものであると思われた。

5政 府プロジェク ト等の視察

①サイエンス ・パーク

サイエンス ・パークは(正 確にはScience

OrientedlndustrialParkと い うらしいが,こ

こでは通称のサイエンス ・パークと呼ぶ。)

これは新竹市(台 北から南へ縦貫道路を自動

車で約1時 間位の地方都市)の 縦貫道路をほぼ

中央とする約5万 エーカーの広大な再開発地域

を指 している。ここには,二 つの大学(交 通大

学と精華大学一 いずれもかつて中国本土にお

ける有名な大学で,交 通大学は通信と交通を専

門とする上海から移設 した大学であり,精 華大

学は北京における総合大学であった。)一つの政

府研究所(工 業技術院のエレクトロニクス研究

所を中心とする支所)な どを中心とし,さ らに

エレクトロニクスその他のサイエンス ・ベース

の産業を導入 し,一 大知識産業地域を造成しよ

うとする計画で,ア メリカ,カ リフォルニア州

スタンフォード地域のメロンパーク,シ リコン

バレーや,わ が国の筑波研究学園都市等を模範

とした構想のようである。交通大学,エ レクト

ロニクス研究所は以前にも訪問 したことがある

が,い ずれも一応の整備が終 っていた。精華大

学は,現 在は原子炉工学科が中心で,逐 次,理

・工学部を増設して総合大学を目ざしている。

キャンパスの整備はかな り進んで,大 学 として

の機能は原子炉工学部門は全島各大学の中心的

役割を果 している。工場導入地域はまだ第一期

の計画の域を出ず,す でに完成 した地域には若

干の企業も進出しているが,大 部分はこれから

のようである。すで:こ進出した企業の中でとく

に情報産業を意図する企業の幹部に会ったが,

彼らの多くはアメリカの大学に留学 した経験を

持ち,今 後マイクロコンピュータを中心 とした

アメリカの情報産業の発展の状況を追いかける

夢を描いている様子であった。この企業はすで

にザイログZ-80を メインプロセッサ とし,64

K記 憶装置を持つシステムの開発を終わり,意

欲に燃えている。また,こ の他ワングラボラト

リーも進出していたが,幹 部が全員データショ

ウにでかけて留守のため,将 来の計画や構想に

ついて聞くことはできなかった。

このようなサイエンス ・パークのプロジェク

トは,政 府 ・大学 ・民間の協力により,新 しい

知識産業を育てよ うとする,い ま同国でもっと

も意欲的なプロジェクトの一つというべきであ

ろう。

このような政府のピヅグ ・プロジェクトとし

て開発 している各種施設は,遠 大な構想に基 く

ものが多く,そ れぞれ明確な目標をもっている

が,中 には政府の内外に対するプレステージを

誇示するようなもの,あ るいは国父孫文氏や故

蒋介石総統を象徴するような施設も眼 に 触 れ

る。政府関係施設や公共的建物には,必 ず蒋総

統の銅像があり,ま た三民主義を強調する標示

等も道路のいたるところにみうけられた。

これは,建 国の基本思想である三民主義や,

中華民国の国威を誇示する意図の現われであろ

う。

②多目的ダム(石 門水庫ShimenDAM)

標高3,000m前 後の高山が連なる脊梁山脈が

本島西部一帯の沃野に接する山並のめぐるとこ

ろには,地 形的にも,こ の沃野を潤おす水資源

を貯えるに適 した地域が多い。広大な西部一帯

の沃野を潤おす湛漢,発 電,そ の他水資源の多

面的な活用を目的とするこのダムが,台 湾の農

・工業にとってどれだけ大きな意義 を もつ か
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中正公園はその名の示す とお り,故 蒋介石総

統を偲ぶため(中 正は商民の名前とい う)最 近

完成 した もので,中 央の塔は南京の中山塔に似

せて作 り,中 には蒋介石総統を偲ぶ遺品が多く

展示されている。第二期として近 くに国際会議

場が設けられる計画といわれる。

▲多目的ダム 「石門水庫」

は,想 像に難 くない。 この石門水庫は,新 付の

サイエンスパークを訪れた帰途立寄った台北一

新竹の中間位の山あいのダムで,貯 水量の豊か

さ,ま たダム工事の規模において,わ が国の黒

四ダムを思わせるものがある。周辺には遊覧施

設が設けられ一大観光地の観を呈 している。

③蒋介石陵墓(LAKEMERCY)

新竹から台北への帰途,石 門水庫を見て自動

車で20分 位走った台北市の郊外で,四 周に山並

を巡らす幽選な環境のもとに静かに眠る,故 蒋

介石総統の陵墓を訪れた。

巡 る山あいの線が美 しく,赤 いポインセチヤ

の咲き乱れるそのあた りは,全 体の環境が蒋総

統の本土の故郷鼓湖とよく似ている。故人が生

前この地を愛 し長 く住んでいたので,没 後 ここ

に陵墓を設けたという。

故蒋総統は,北 伐を決意 してから幾多の経緯

を経て本土を統一 したが,や がて中共に追われ

るようにして本土を引き上げ,台 湾に省政府を

設けた。一応経済的にも成功してから,は るか

に本土の故郷を偲び,山 水の似たこの地に惑溺

の名を与えた。 ここに永眠 しているかの英雄の

心情を思 うとき,一掬の哀れを誘 うものがある。

④中正公園

台北市の中央,現 総統府の裏に当る広大な地

域に,つ い最近中正公園が完成 したが,半 日こ

こを訪れて故蒋介石総統を偲んだ。

▲中正公園

6お わ りに

わずか一週間ばかりの短期間であったが,最

後に若干の所見を述べる。

ω情報化週間は全く日本の真似をしたもので

あるが,先 にも述べたように政府及び民間の理

解や協力も深 く,関 係者一同の認識や意欲も高

いように思われた。もとより,ま だ一回だけで

今後にまつところが多いが,案 外早く実 る可能

性もある。

②台湾は,経 済的にはわが国以上に困難な問

題を抱えているように思われる。 しかし,国 父

孫文や蒋介石総統を偲ぶこころが厚く,三 民主

義を実現 しようとする理想に燃えている。今後
も

本土 との困難な問題も多いかもしれないが,わ

が国は終戦時蒋介石総統がわが国に示 した紳士

的な態度を忘れることなく,可 能な限り,台 湾

の要望に応えるよう努めるぺきであろうと思っ

たことである。

(さいとう た もつ ・当協会顧問)

、
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韻 サ・ン◎⇔◎◎◎◎⇔⇔◎◎◎⇔◎◎

「団 子 の 串 ざ し
」を 目指 して

(財)電気通信総合研究所 常務理事

小 松 崎 清 介

「団子の串ざし」とい う言葉が

ある。団子は一つ一つでは扱いに

くい ものだが,そ れを一本の串で

連結すると,味 も形 も引き立ち,

食べるのにもまことに 都 合 が よ

い。これは日本の伝統に根ざした

生活の知恵の一つであろ う。

私の属 している電気通信総合研

究所は,い ってみればこの 「団子

の串ざし」を専門とするシンクタ

ンクである。一つ一つの団子は,

たとえば経済学であった り社会学

であった り,そ れぞれの専門領域

に相当する。い くつもの専門領域

を串ざしにして,電 気通信の直面

する多様な問題に迫ろうというわ

けである。創立から現在まで約13

年,世 界でも当研究所と全く同様

の組織はまだ見当らない。それほ

どわが国の電気通信の発展のスピ

ー ドが早 く,社 会諸科学の面から

の調査研究を必要とすることが多

い とい うこともいえそ うだ。

当研究所の特徴の第2は,研 究

体制が流動的だとい う こ とで あ

る。研究員は約50名 だが,そ の9

割近くが出向研究員である。郵政

省,電 電公社,国 際電電,電 気通

信関連メーカー,銀 行等から2～

3年 間当研究所に出向し,研 究活

動に従事した後再びそれぞれの職

場に復帰する。

このような多様な組織からの出

向によって,当 研究所にはまこと

に多彩な人材が導入されることに

なる。それぞれの組織で,異 なる

問題意識,異 なる発想法,異 なる

経験が蓄積され,そ れが持ち込 ま

れてくるのだ。これはやは りそれ

ぞれが独立 した団子だといっても

よい。沢山の団子の集まりを,プ

ロジェクト・チームに編成 し,そ

れを串ざししていくのが当研究所

のノウハウなのだ。

シンクタンクであるからには,

外部のいろんな組織から研究を受

託する。電電公社のほか,郵 政省

国土庁,国 際電電,NHK,通 信

機械工業会,通 信電線線材協会等

か らの研究プロジェクトは年間20

数 プロジェクトにのぼる。それら

は研究プロジェクト・チームによ

ってそれぞれ分担されることにな

る。

「団子の串ざし」の対象として

は,大 学の研究者やシンクタンク

等の専門家 も含まれる。同じ大学

内ではとり上げにくい研究テーマ

でも,当 研究所の研究プロジェク

トのなかで展開することもでき,

異質の発想法が加わることに よっ

て面白い発展をみせることもある

とい う次第。

◎◎◎◎◎◎⑤◎◎◎◎⇔◎◎◎◎◎
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◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎
研究員は毎年交替 しているのだ

から,研 究員はいつもフレッシュ

ということもできる。電気通信分

野の発展はめまぐるしいほどであ

り,頭 が柔軟でないとなかなかフ

ォローできないから,そ の面では

最適の体制をとっているともいえ

る。反面,若 手ばかりでも専門領

域での蓄積が不足するから,当 研

究所専任の研究員を社会学,計 量

経済学,行 政学,心 理学,経 営学

といった分野ごとに揃 え て もい

る。 これらの研究員もまた団子の

グループであり,そ れぞれの研究

プロジェクト・チームに加わって

串ざしにされるのである。

研究員が流動するとい うことは

多くのプラスがある反面,マ イナ

ス面も少なくない。すぐれた適性

を持つ人材を引きとめておきたい

と思っても,そ れは叶わぬことで

ある。欧米諸国の研究所をみれば

研究員の流動性がきわめて高いこ

とに気づく。欧米諸国を訪問 して

知 り合 った研究者が,暫 くすると

他の研究機関に移るといったこと

は 日常茶飯事なのだ。研究員の自

由な移動を保証することは,研 究

活動に活気を与える大きな要因で

もある。それを考えると,少 なか

らぬマイナス面をカバーする努力

を払いつつ,当 研究所独自のフレ

ッシュな研究体制を維持 していく

べきなのであろ う。

当研究所のもう1つ の特徴は,

国際化路線の推進である。 もっと

も,国際化の波は,今 やわが国社会

のあらゆる側面に浸透 している。

国際的な相互依存関係がますます

高まっていく時代だから,国 際化

は不可避の趨勢 といえる。 どんな

分野でも,国 際協力,国 際協調が

語られないことはないご時世なの

だ。このような一般的な傾向のな

かでも,電 気通信の分野はとりわ

け国際化の要請 が 強 くなってい

る。その理由はいくつ も考えられ

る。たとえば電気通信ネ ットワー

クは元来一国内にとどまらず,広

く地球規模の発展を指向するもの

だとい う性質があげられる。だか

ら,国 際協調が前提にならないと

電気通信の機能は十分に発揮され

ない。共存共栄が建前 な の で あ

る。その うえ,わ が国の電気通信

の発展ぶりがあまりにもめざまし

かったため,先 進国からも,ま た

開発途上国か らもその秘密を探 り

たいという希望が後を絶たない。

当研究所への来訪者の多 くがそれ

を話題にするばか りでなく,共 同

研究の申込みも次第に増加 しつつ

ある。欧米諸国の大学や研究所 と

の交流協定も次々と増えてきてい

る。昨年秋にはイギ リス郵電公社

から2名 の研究者が来 日し,約1

カ月にわたって当研究所に滞在 し

て研究プロジェク トなどについて

討論を行なうなど人脈のパイプも

太 くなってきている。

このような国際化の進展に伴っ

て,頭 痛のタネは言語のカベの問

題である。社会科学の場合,自 然

科学 よりも抽象的なレベルでの討

議が多いから,か なりの会話能力

を要請 されるので,研 究員として

はつらいところだ。当研究所へ出

向し,国 際化の洗礼を受けたこと

が契機で,国 際関係の仕事に移 っ

た研究員OBも 少なくない。

ところで,技 術革新が進み,電

気通信と情報処理との融合がます

ます進んで くるにつれて,当 研究

所と当協会との関係は密接なもの

になってきている。 これまでも研

究プロジェクト上の協力などもあ

ったが,さ らに情報交流を深める

など,い ろいろな形での協力を発

展させていきたい。 また当協会の

チャンネルを通 じての各会員企業

の方々との交流なども図 りたいと

思っている。JIPDEC及 びそ

の会員各位のご協力を願 ってやま

ない。

(こまつざき せいすけ)

◇投稿歓迎◇

「会 員 サ ロ ン」,「コー ヒー ブ

レー ク」 へ の 寄 稿,投 稿 を歓

迎 します 。 テ ー マ は ご 自由 で

す。 原稿 は,400字 詰 用 紙 で,

それ ぞれ6枚(会 員 サ ロ'X)

と2枚(コ ー ヒー ブ レー ク)

で す 。 掲 載 の 分 に は お 礼 を 差

上 げ ます 。

宛 先 は 本 誌 編 集部 で す。

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ 韻 サ・ン

、
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インフォメーシ ョン ・タワー

■EDP部 門 シ ステ ム管 理 者 セ ミ

ナ ー

㈱ 日本 生 産性 本 部 では,次 のね

らい で セ ミナ ー を 開催 した。

(1}組織 の中 で の シス テ ム開 発管 理

者 の果 たす ぺ き役 割 の 本 質 を 考 え

発 見 し,理 解 す る。

{2}新 しい時 代 のEDP部 門管 理 者

の 新 しい あ り方 につ い て考 え,討

議 し,変 身 の 道 を 探 る。

(3)合宿 研 修 を 通 じて,他 社 のED

P部 門管 理 者 との人 的,技 術 的 交

流 を 図 る。

●日時 第 一 回 コー ス=56年2月

9日(月)・10日(火)第 二 回 コ

■一・一ス==56年3月16日(月)・17日

(火)(1泊2日)

●会 場 生 産 性 研 修 会 館

静 岡県 田方 郡 函 南 町

TELO5597-4-0311

●対 象 コ ン ピ ュ ータ部 門,情 報

シ ス テ ム部 門 の 管 理 者(大 規 模

ユ ーザ ー の 次長,課 長,係 長 級

中 小 規 模 ユ ーザ ー の部 長,課 長

級)

●参 加 料 賛 助 会 員42,000円

一 般46 ,000門

(1泊3食 の合 宿 費,資 料 代 含 む)

●申 し込 先 ㈱ 日本生 産性 本 部,

経 営 教 育 部 シ ステ ム管 理 者 セ ミ

ナ ー係

〒150東 京 都 渋 谷 区 渋 谷3--1

一1TEL(03)409-1111

■経営管理資料のグラフ化コース

㈱ 日本生産性本部では,経 営管

理のためのグラフの作 り方,使 い

方,活 か し方をよりよく習得する

ために,講 義 と個人演習を効果的

に組み合わせたセ ミナーを開催 し

た。経営管理資料のグラフ化手法

の習得だけではなく,グ ラフ化を

通 じてマネジメントの根幹を体得

できる講義と演習であった。

●日時56年2月18日(水)～20日

(金)9:30～17:00

●参加料 賛助会員45.OOO円

一般50,000円

(テキス ト,昼 食代を含む)

●場所 日本生産性本部セ ミナー

室

●対象 取締役会,常 務会な どの

経営会議事務局スタッフ。

企画部,経 理部,営 業部,生 産

管理部などの企画・調査担当者。

EDPシ ステムの分析 ・設計担

当者。

●問合せ先 ㊥ 日本生産性本部

経営教育部 経営管理資料のグ

ラフ化コース係

〒150東 京都渋谷区渋谷3-1

-1TEL(03)409-1111

■第20回 『会計情報システム ・セ

ミナー』

㈱日本生産性本部では,会 計情

報システムの分野で先進的企業の

第一線実務家,専 門家を講師に迎

えてセ ミナーを開催 した。ω会計

情 報 の シス テ ム的 な把 え方 と設 計

手 順,② 個 別 業 務 会 計,財 務 会

計,管 理 会 計 の トー タル 的 なED

P処 理 と活 用 事 例,な どを テ ーマ

に,会 計情 報 シ ス テ ム設 計 に あた

って の 基 本 的留 意事 項 とEDP化

の 進 め 方,具 体 的 な シス テ ム設 計

方 法 を 紹 介 した 。

● 日時56年2月16日(月)～18日

(水)9:30～16:30

●場 所 日本 生 産 性 本 部 セ ミナ ー

室

●対 象 経 理 部 門 の管 理 者,担 当

者,コ ン ピ ュー タ部 門 の管 理 者,

担 当者 。

●人 員 約40名

○参 加 料 賛 助会 員45,000円

一 般50 ,000円

●問 合 せ 先 ㈱ 日本 生 産 性 本 部,

経 営 教 育 部 「会 計情 報 シ ス テ ム

・セ ミナ ー」 係

〒150東 京 都 渋 谷 区 渋 谷3-1

-1TEL(03)409-1111

■ 」OIS－ 皿研 修 会 の開 催

日本 科 学 技 術情 報 セ ンタ ー(J

ICST)で はJOIS-1か ら

JOIS－ 皿へ の移 行 に先 立 ち,

既契 約利 用者 の方 々を 対 象 と した

JOIS-llシ ス テ ム の 研 修 会

(2日 間 コ ース)を 各 地 で 開催 す

る。

研 修 会 当 日は 研 修 会 テ キ ス トと

は 別 に下 記4冊 の 」OIS－ 互用

の デ ー タ ベ ー ス別 利 用 の 手 引 き

(各,1,000円)を 販 売 す る 。

、』
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(1)JICSTフ ァイル 編

(2}MEDLINEフ ァイ ル編

(3)CASearchフ ァイル 編

(4)TOXLINEフ ァイル 編

こ の研 修 会 の開 催 地,日 程 は 次

の とお り 。

台

屋

山

阪

古

"

仙

名

富

大

〃

3月18日(水)・19目(木)

3月19日(木)・20日(金)

3月10日(火)・11日(水)

3月3日(火)・4日(水)

3月5日(木)・6日(金)

3月17日(火)・18日(水)

広 島 ・岡3月26日(木)・27日(金)

山 ・徳 山 〃 〃

福 岡3月24日(火)・25日(水)

●間 合 せ先 会 場 等 詳 細 に つ い て

はJICSTの 支 部,支 所 へ 。

筑 波 支 部TELO298(51)4671

東 京 支 所TELO3(230)1341

名古 屋 支所TELO52(221)8951

大 阪 支 所TELO6(445)6001

中 国 支 所TELO822(28)5991

九 州 支 所TELO92(473)8521

■ 新 デ ー タ網 サ ー ビ ス セ ミナ ー

翻 日本 デ ー タ通 信 協 会 で は,新

デ ー タ網 サ ー ビス の利 用 制度 と効

果 的 利用 方法 に つ い て,セ ミナ ー

を企 画 。 今 回 の企 画 は,デ ー タ通

信 等 に 適 した デ ィジ タル 網 と して

新 た に 開発 され た 新 デ ー タ網 サ ー

ビス(回 線 交 換 サ ー ビス
,パ ケ ッ

ト交 換 サ ー ビス)に つ い て
,そ の

サ ー ビスの 概 要,利 用 制 度 ,利 用

上 の着 眼 点 等,利 用 事 例 を ま じえ

なが ら,新 デ ー タ網 を効 果 的 に 利

用 す るた め に是 非 知 っ てお くべ き

こ とを 盛 り込 ん で い る。

〔東 京 〕

● 日時56年3月16日(月)

●場 所 ダ イ ヤ モ ン ドホ_ル

千 代 田区 霞 ヶ関1-4-2

ダイ ヤ モ ン ドビル10F

TEL(03)504-6274

〔大 阪 〕

●日時56年3月20日(金)

●場 所 ビジ ネ ス セ ンタ ー 「三 水 」

大 阪 市 浪 速 区 日本 橋 東5-10

TEL(06)632-5141

■定 員 東京,大 阪 と も各80名

●参 加料 賛 助 会 員13
,000円

一 般18
,000円

(テキ ス ト,参 考 書,食 費 含 む)

●申込 先 〒106東 京 都 港 区麻 布

台1-6-19郵 政 省飯 倉 分 館

麻 布 郵 便 局 私 書 箱 第87号

側)日本 デ ー タ通 信 協 会 業 務 部

TEL(03)586-1621㈹

別紙 申込 書 と参 加 料 を そえ て

締 切 〔東 京 〕3月10日 まで

〔大 阪 〕3月14日 まで

■ 総 合生 産 管理 シ ス テ ム 実務 コ ー

ス の案 内

㈱ 日本 能 率 協 会 で は,マ イ ク ロ

コ ン ピ ュー タ を 実際 に つ か った プ

ロ グラ ム実 習 を取 り入 れ た セ ミナ

ーを 下 記 の よ うに 開 催
。

●日時56年3月16日(月)～18日

(水)10:00～16:00

●会 場 聞 日本 能 率 協 会 研 修 室

東 京 都 港 区 芝 公 園3-1-22

●参加料(資料代,昼 食代を含む)

日本能率協会維持会員55,000円

上記会員外65,000円

●問合せ先 日本能率協会,教 育

管理部,〒105東 京都港区芝公

園3-1-22協 立ビル

TEL(03)434-6271

■生産管理と総合生産情報システ

ム研究セ ミナー

㈲ 日本能率協会では,効 率化競

争時代における変化に対応 した生

産管理とその情報システムの実践

を目指 し,セ ミナーを開催 した。

講師の多年にわたる体験を集大成

した講義と,先 進企業の生々しい

貴重な体験発表は,実 務に密着 し

たものであ り,こ こから多くの問

題解決技法やヒントが得 られる。

〈大阪〉

○日時56年2月18日(水)～20日

(金)<三 日間9:30～16:30>

●場所 日本能率協会 研修室

大阪市東区 大阪国際 ビル

〈東京〉

●日時56年3月4日(水)～6日

(金)<三 日間9:30～16:30>

●場所 機械振興会館 研修室

東京都港区芝公園

●対象 生産管理のEDP化 を計

画中,推 進中の企業の……

生産管理部門,シ ステム・、ED

P部 門,企 画 ・管理部門のそれ

ぞれの管理者,ス タッフ。その

他生産管理のシステム化を研究

している方。

インフォメー ション ・タワー

、
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インフォメーシ ョン ・タワー

●参 加 料

日本 能 率 協 会維 持 会 員45,000円

上 記 会 員 外54,000円

2名 以 上 参加 の場 合は

会 員40,000円,会 員 外50,000円

(テキ ス ト,食 事 代 を含 む)

●問合 せ ㈹ 日本 能 率 協 会 教 育

管理 部 〒150東 京 都港 区 芝 公

園3-1-22協 立 ビル

TEL(03)434-6271(直 通)

■ ス トラ ク チ ャー ド ・プ ロ グ ラ ミ

ン グ 基 礎 コ ー ス

θ 日本 能 率 協 会 で は,最 近,脚

光 を あび て きた 「ス トラ クチ ャー

ド ・プ ロ グ ラ ミン グ」 の基 礎 か ら

応 用 まで を 習 得 す る セ ミナ ーを 開

催 した 。 プ ログ ラ ミン グの 生 産 性

問題 を考 え る時,開 発 効 率 も さ る

こ とな が ら,メ ンテ ナ ン ス 作業 の

効 率 化 問 題 が,多 くの ユ ーザ ー の

深 刻 な 悩 み で あ る。 こ う した状 況

を背 景 に,ス トラ クチ ャ ー ド ・プ

ロ グ ラ ミン グー 構造 化 プ ログ ラ ミ

ン グは,正 確 で か つ メ ンテ ナ ンス

が 容 易 な プ ログ ラ ム開 発 を 可 能 に

す る新 しい 概 念 ・技 法 と して 注 目

され て い る。

● 日時56年2月24日(火)～26日

(木)<3日 間10:00～17:00>

●場 所 日本能 率 協 会 研 修 室

東 京 都 港 区 芝 公 園

●対 象 プ ロ グラ ミン グ経 験1～

2年 以 上 の 方,後 輩 プ ロ グラマ

ー の指 導,育 成 に 当 って い るイ

ンス トラ ク ター,シ ニア プ ログ

ラマ ー の方,以 上 の方 々 を中 心

に ソ フ トウエ ア 開 発 や メ ンテ ナ

ン スの 効 率 化 に お 悩 み の 方,プ

ログ ラ ミン グ作 業 の 標 準 化 を 検

討 中 の方,

●定 員36名

○参 加 料

日本 能 率 協 会維 持 会 員45,000円

上 記 会 員 外54,000円

2名 以 上 に 参 加 の場 合 は

会 員40,000円,会 員 外50,000円

(テ キ ス ト,食 事 代 を 含 む)

●問 合 せ θ 日本 能 率 協 会 教 育

管 理 部,〒150東 京 都 港 区 芝 公

園3-1-22協 立 ピル

TEL(03)434-6271(直 通)

■ 技 術 研修 セ ミナ ー の ご 案 内

㈹ ソ フ トウエ ア 産 業 振 興協 会 で

は,そ れ ぞ れ を シ リー ズ と した 次

の セ ミナ ーを 開 催 。

●人 間 シ リー ズ

56年1月30日 「組 織 開 発一 変動 す

る産 業 社 会 に お け る経 営 戦 略 一 」

56年2月28日 「ソフ トウエ ア技

術 者 の健 康 管 理 」

56年3月28日 「技 術 者 の た め の

書 き方 話 し方 教 室 」

56年4月17日 「新 入社 員合 同 セ

ミナ ー」

料 金 は シ リー ズで 正 会 員,賛 助

会 員40,000円,一 般45,000円 。 シ

リーズ で な く個 別料 金 も可能 。

●ビ ジネ ス ・シ リー ズ

56年1月24日 「国 際 的 ビジ ネ ス

マ ン」

56年2月7日 「マ ー ケ ッテ ィン

グ と消 費 者 心 理 」

56年3月25日 「ケ ース メ ソ ッ ド

に よる経 営 問 題 解 決 演 習 」

56年4月18日 「80年代 の コン ピ

ュ ー タ産 業」

料 金 は シ リー ズで 正 会 員 ・賛 助

会 員45,000円,一 般50,000円 。 個

別 料 金 もあ る。

●基 幹 技 術 シ リー ズ

56年1月31日 「ス フ トゥエ ァ 生

産 の方 法 論 一 ア ン ケ ー ト調 査 と プ

ロ グ ラ ミン グ心 理 実 験 か ら一 」

56年2月21日 「設 計 技 術 一 設 計

に おけ る モデ リン グ と解 析 手法 」

56年3月13日 ・14日 「プ ロ ジ ェ

ク ト管理 一 そ の理 論 と技 法 一 」

56年5月8日 ・9日 「テ ス ト技

術 」

料 金 は シ リー ズで 正 会 員 ・賛 助

会 員90,000円,一 般100,000円

個 別 料 金 もあ る。

●最 新 技 術 シ リーズ

56年2月14日 「デ ー タ フ ロ ー計

算 機 」

56年3月6日 「オ フ ィス ナ ー ト

メ ー シ ョン」

56年3月7日 「国 際 情 報 ネ ッ ト

ワ ー ク」

56年4月25日 「マ イ ク ロ コン ピ

ュー タ の ビジネ ス 応 用 とシ ス テ ム

化 」

料 金 は シ リー ズで 正 会 員 ・賛 助

会 員60,000円,一 般70,000円 。 個

別料 金 もあ る。 この シ リーズ で は
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会 員17,000円,一 般 は20,000円

申込 み,問 合 せ は ㈱ ソフ トウエ ア

産 業 振 興 協 会 事 務 局,〒105東 京

都 港 区 芝 公 園3-5-8機 械振

興 会館TEL(03)436-3938

麹
■JICST科 学 技 術 用 語 シ ソ ー

ラ スー1981年 版 －

JICSTで は,JICSTが

行 う各 種 の情 報 提 供 サ ー ビス を よ

り効 率 よ く行 うた め に シ ソー ラ ス

を 作 成 して い るが,こ の た び1981

年版 と して 装 い を 新 た に発 行 され

る。 主 な改 訂 点 は,(1)用 語 の概 念

の修 正,新 語 の追 加,不 用 語 の 廃

止 な どの メ ン テナ ンス,(2)従 来 か

ら要 望 の あ った用 語 間 の関 連 関 係

の設 定 に よる関 連 語 の 付 加,(3)医

学,農 学,生 物 学 分野 の 用 語 の 追

加 で あ る。 な お,こ の シ ソー ラス

は,昭 和56年4月 分 か らのJIC

ST科 学 技 術 文 献 フ ァイ ル に 適 用

され る。B5判,定 価12,000円

●申 し込 み,問 い合 せ ばJICS

Tの 各 支 部,支 所 へ(前 記 同 様)

■JICST科 学 技 術 分 類 表

一1981年 版 －

JICSTで は,こ の た び科 学

技 術分 野 全 体 を対 象 と した,よ り

一一層 の汎 用 性 の あ る分 類 表 を 指 向

し,新 た に 医学,農 学,生 物 科学

数学 の各 分 野 を 加 え,併 せ て 関連

分 野 の修 正,不 備 な分 類 項 目の若

=Fの 改 訂 を も行 な
った 「JICS

T科 学 技 術 分 類 表1981年 版 」 を 刊

行 す る。 な お,こ の 新 分類 表 は,

昭 和56年4月 分 か らのJICST

科 学 技 術 文 献 フ ァイル の メ ン デ ク

シ ン グに 適 用 され る。

B5判 ・定 価5,000円

●申 し込 み,問 い合 せ ばJICS

Tの 各 支 部,支 所 へ(前 記 同 様)

■ 『オ フ コ ン ・ガ イ ド』

㈱ 日本 能 率 協 会 では,オ フ コ ン

に初 め て接 す る ユ ーザ ーを 対 象 と

して 年 刊 誌 「オ フ コン ・ガイ ド」

を発 行 す る。 しか も,も っ と も手

軽 で,安 い値 段(月 額 リー ス料 が

15万 円以 下)で 使 え る オ フ コンを

導 入 しよ うとす るユ ー ザ ー を対 象

と した 本 で,普 通 の 商店 の方,町

工 場 の ご主 人 が 普 通 に しゃべ る 日

常 の言 葉 で 解 説 して い る。

A4判170ペ ー ジ,定 価1,600円

●申込 先 ㈲ 日本 能 率 協 会 技 術

資 料 企 画 部 〒150東 京 都 港 区 芝

公 園3-1-22(協 立 ビル)

TEL(03)434-6211(大 代)

■ 『FINIPED』Nd30発 行

⑱ 情 報 処 理 教 育 研 修 助 成 財 団 の

上 記 機 関 誌M30(特 集 テ ー マ:

r80年 代 の科 学 技 術 を考 え る』)

が 発 行 され た 。

主 な内 容 は 次 の とお り

●巻 頭 言(広 中平 祐)

●新 春挨 拶(栗 原 昭 平)

●論 文:フ ェ ール セ ー フ論(吉 田

夏 彦)CCV(唐 津 一)

●座談会:こ れからの科学技術の

あ り方(石 井威望,合 田周平,

有馬朗人,室 田泰弘)

●視点:81年 経済の展望(平 田敬

郎)

■JSD昭 和56年度受註内容

協同システム開発㈱は昭和56年

度の受註を下記の通 り内定 した。

●ソフトウエア生産技術開発計画

昭和51年度 より開発 され昭和56

年度で終了するもの。新年度内定

予算は9億7,000万 円。

●ソフトウエア保守技術開発計画

来年度予算の政府原案でJSD

の次期プロジェク トとして受註が

内定 したもので,5カ 年計画とし

て本格的作業が開始 される。初年

度の内定予算は1億4,000万 円。

●下請代金支払状況等管理 システ

ム

従来,中 小企業庁が下請代金支

払防止法に基づいて人手で調査 し

ていたものをシステム化 しようと

するもので,開発内定予算は2,600

万円。中小企業庁より受註。

●神経障害診断 ・治療システム

新生児 ・乳幼児の発達遅延,神
ト

経障害等の診断 ・治療システムの

開発で,昭 和56年 度から60年度の

5カ 年計画で実施される。開発費

総額7億 円。初年度予算は3,000

万円。

インフォメーシ ョン ・タワー
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一
◇昭和55年度評議員会 ・懇親会開

催

さる12月15日,昭 和55年 度評議

員会が開催 され,事 業の実施状況

について報告が行われたほか,東

京大学名誉教授,東 京都立工科短

期大学学長,渡辺茂氏による「マイ

クロ・コンピュータの社会,産 業

におよぼす影響について」の講演

(要旨4ペ ージ掲載)が 行われた。

また,当 日午後4時 からは懇親

会が開かれ,委 員会関係者,賛 助

会員,関 係団体等から約300名 が

参加 し盛況のうちに交歓が行われ

た。

◇昭和55年 度第2回 理事会開催

さる1月29日,本 年度第2回 の

理事会が開催され,常 勤役員のう

ち稲毛龍雄常務理事が任期満了に

伴い1月 末 日をもって,ま た吉野

元之助常務理事が1月15日 付をも

ってそれぞれ退任することが承認

された。

◇ 「新 デ ィジタ ル網 と総 合 ネ ッ

トワ ー クの ア ン ケ ー ト調 査 」

を実 施

デ ィ ジタ ル網 及 び 音 声,フ ァ ク

シ ミ リ(画 像),デ ー タ の伝 送,処

理 を 一 体 と した総 合 ネ ッ トワー ク

に つ い て,オ ン ライ ン ・ユ ーザ の

認 識 及 び 抱 え て い る疑 問,問 題 点

等 を 明 らか に す るた め,上 記 ア ン

ケ ー トを 民 間 企 業2,200社 を対 象

に 実 施 した 。

今後,ア ン ケ ー トに よ り抽 出 さ

れ た 問題 に つ い て,ユ ーザ の立 場

か ら具 体 的 対 応 策 を 明 らか にす る

ほ か,総 合 ネ ッ トワ ー クの 将 来 ビ

ジ ョン につ い て も研 究 を 行 う予 定

で あ る。

なお,こ の ア ン ケ ー トの締 切 は

2月20日 まで,お 問 合 せ は 当 協 会

技 術 調査 部 調 査 課 電 話(03)434

-821i内 線451ま で

◇ 「システム監査シンポジウム」

福岡で開催

当協会では賛助会員及び一般の

方々を対象として情報処理に関す

るシンポジウムを開催 しているが

本年度第3回 目として,き たる3

月13日,福 岡市で 「情報化施策と

システム監査のすすめ方」と題 し

通商産業省の後援,紛 九州産業技

術連盟,㈲ 九州生産性本部の各協

賛により開催することになった。

システム監査はコンピュータ ・

システムの有効利用 と弊 害 の 除

去,防 止をはかるため,客 観的な

立場からコンピュータ ・システム

を総合的に評価 しようとするもの

で,昭 和49年 以来,当 協会が提唱

し,昨 年初めその具体的な考え方

を「システム監査実施基準(試 案)」

として発表,各 界の意見を求めて

きたものである。

今回のシンポジウムでは国の情

報化施策におけるシステム監査の

位置づけ,公 認会計士監査及び企

業内監査における対応などをテー

マに とりあげている。開催の要項

は下記のとお りとなっている。

日時3月13日(金)

10:00～16:30

会 場 福 岡商 工 会 議 所6階605

号 会 議 室

参 加 料 当 協 会 及 び協 賛 団体 の

会 員8,000円

一 般10 ,000円

定 員80名

参 加 のお 申込 み,お 問 合 せ は 当

協 会 普 及課 電 話(03)434-8211

内線449・535ま で

NCCtSl参 加 と米 国 情 報 産 業

視 察 団 募 集

当協 会 で は5月4日 か ら7日 ま

でAFIPS(米 国 情 報 処理 学 会)

の主 催 で シ カ ゴで 開 かれ るNCC

'81(NationalComputerCon_

ference)へ の参 加 と特 別 セ ミ ナ

ー
,及 び 米 国 内の 著 名 な ユ ーザ ー,

メーカー等の視察を内容とする視

察団の参加者を募集している。

日程は5月3日 ～17日 の15日 間

で費用は88万 円,定 員は15名 で先

着順に締切る。

お申込み,お 問合せは当協会調

査課 電話(03)434-8211内 線538

まで。

圏 圏 騒 騒1鍵 繋 藷 ≧壁 ξ'癒叉i鷺髭 ぶ三三驚:馬
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◇ 「16ビ ッ トマ イ ク ロコ ン ピ ュー

タ の動 向」 報 告 書 と りま と め

MCCで は,55年 度 事 業 の一・つ

で あ る マ イ ク ロ コン ピ ェ ー タ応 用

技 術 調 査 委 員 会(西 川 樟一 委 員 長)

の 調査 研 究 報 告 書 と して 「16ビ ッ

トマ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ の動 向一

そ の応 用 分 野 と高 位 言 語 を展 望 す

る一 」 を ま とめ て い る。

本 委 員 会 で は,近 い将 来16ピ ッ

トマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の普 及 に

伴 い マ イ コ ンシ ス テ ムに 占め る ソ

フ トウエ ア の コス ト比 率 が 大 き く

な り,マ イ コン ソフ トウエ ア が 開

発 者 に と って もユ ー ザ に とっ て も

い ろ い ろ な意 味 で大 き な課 題 とな

る との認 識 か ら,16ビ ッ トマイ ク

ロ コン ピュ ー タの 応 用 分 野 と シス

テ ム記 述 言 語 の 評 価 ・展望 お よび

エ ン ドユ ーザ の 立場 か らの現 状 の

諸 問題 の 分析 を 中心 に 検 討 を行 っ

て い る。

報 告 書 の内 容 は 以 下 の 予 定 で あ

る。

○ マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の定 義 と

分 類

○ マ イ ク ロ コン ピュ ー タの 技 術 ・

利 用 体 系

Oi6ビ ッ トマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ

の現 状

○背 景,● 代 表 的16ビ ッ トマ イ

コン の特 徴

016ビ ッ トマイ ク ロ コン ピュ ー タ

応 用 分野 と利 用 動 向

○ マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ用 シ ス テ

ム記 述 言 語 の 評価 と展 望

●背 景,● シ ス テ ム記 述 言 語 に

要 求 され る機 能,● 代 表 的 シス

テ ム記 述 言 語 の 特徴 と評 価(AS

SEMBLER,MACROASSE-

MBLER,PL/M,PL/Z,C,PL

/1(G),標 準PASCAL,UCSD

PASCAL,ADA,MODULA

皿,CONCURRENTPASCA

L,FORTH,LISP)

●総 合 評 価 ,今 後 の展 望

○ マ イ ク ロ コン ピュ ー タ ・エ ン ド

ユ ーザ に お け る課題 と解 決 策

●背 景,● エ ン ドユ ー ザ の実 状

●エ ン ドユ ーザ に おけ る諸 問 題

●エ ン ドユ ーザ 言 語 の現 状 と展

望,● 今 後 の 取 組 み 方

◇ 利 用 研 究会 の 開催

MCCで は,利 用 研 究 会 を 次 の

と お り開 催 した 。

第5回 利 用 研 究 会

日時56年2月25日(水)

13:00～17:00

会 場 機 械 振 興 会 館6階67号 室

テ ーマ ① マ イ ク ロ コ ン ピ ュ_

タに 期待 され るADA言 語

講 師:大 野 絢 郎 氏 く協 同 シ ス テ

ム開発 ㈱ 〉

② マ イ ク ロ コン ピ ュー タ時 代 に

甦 るLISP言 語

講 師:黒 川 利 明 氏 く 東京 芝浦 電

騒騒圏睡圏圏圏屡屡

i◆Mcc会 員入会のご案内◆
へ

1マ イ ク ロ コン ピュ ー タ振 興 セ{

ン。 一は,わ が 国 の マイ ク ロ

},ン ピ。 一 。産 業 の 振 賊 図}

る 。 とを 目的 と して 広 聴

気 ㈱ 〉

●第6回 利用 研 究 会(予 定)

日時56年3月 中 旬

テ ーマ ①32ビ ッ トマ イ ク ロ メ

イ ン フ レイ ムへ の展 開(APX

32)

講 師:鎌 田信 夫 氏 く イ ン テル ・

ジ ャパ ン㈱ 〉

② 音 声 合 成 技 術 の 現状

な お,お 申込 み,お 問 合せ は 当

協 会MCC,電 話(03)434-8211

内線453ま で

:'NVt、 《

～

～
、

〉

1及 のための調査耽 繊 昧

成のための事業委託および利

用研究会等の事業を行ってお

ります。)
'

MCC会 員(年会費3万 円)

になります と次の特典があり,

ます。1

}礪 撒 果を利用できる
。{

・マ・… ンピ。一・に{

関する各種調査研究報告1
礼

書の配布

●事業委託制度による開発

成果物の利用

●図書の利用 」

②振興助成のための事業委託

仁w－ 》w∨ 岬^^,,、^.㌔ ～w、 、.

制度に応募できる

③利用研究会に参加できる

④その他

JIPDECだ より

{
D
、
'き
、
.
'
～

●.'
3
⑨'
¢

、



JIPDECだ よ り一
■ プ ロ ジ エク ト ・マ ネ ジ メン ト ・

コ ー ス開 設

当 協 会情 報処 理 セ ンタ ー(II

T)で は,情 報 処理 シ ス テ ム開発

の 活 動 の管 理 に 用 い られ る プ ロ ジ

ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト手 法 に つ い

て,そ の理 論 と実 際 を紹 介 し管 理

の ポ イ ン トを獲 得 して い た だ くこ

とを 日的 に 上 記 コ ース を 企 画,新

設 した 。

〉対 象

● プ ロ ジ ェ ク ト リー ダー,サ ブ

リー ダ ーの 方 々

○情 報 処 理 部 門,ユ ーザ ー部 門

の管 理 者 の方 々

● プ ロ ジ ェ ク トの運 営 に 関す る

諸 問 題 で お悩 み の 方 々

レ教 科 内 容

1ヲ ロ ジ ェク ト ・マネ ジ メ ン

ト概 論 徒 口功 〔日本 ユ ニ バ

ヅク〕

2シ ス テ ム 化 推 進 と プ ロジ ェ

ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト 石 崎 純

夫 〔富 士 銀 行 〕

3当 社 に お け る プ ロ ジ ェク ト

騒騒1圏 羅
管理の実際 南条優 〔日産 プ

リンス自動車販売〕

4シ ステム開発におけるヲロ

ジ ェク ト・マネジメン トの実

際 長崎利憲 〔日本ナレヅジ

インダス トリ〕

5シ ステム ・パロジェク トの

実際 高山精造〔伊藤忠商事〕

レ開催要項

期 間 昭和56年3月24日(火)～

3月26日(木)計3日 間

時 間9:30～16:30

年前 ・午後各3時 間ず

つ 計6時 間

研修科4万 円

会 場 ㈲ 日本情報処理開発協会

情報処理研修センター

〒105東 京都港区浜松町

2丁 目4番1号 世界貿易

センタービル7階

申込み方法 受講申込書をご請求

の上,所 要事項を記入 し

郵送またはご持参 くだ さ

い。電話での予約もお受

けします。申込みは

IIT教 務課 電話(03)

435-6513ま で

編集後記

◇ 昨 年 末 「'80年代 の 情 報 化 ビ ジ ョ

ン」 を探 る産 構 審 情 報 産 業 部 会 の

中 間 答 申 が発 表 され ま した 。

内外 の厳 しい 情 勢 の な か で 資源

小 国 と して の我 が 国 が 「今 後 生 き

の び る道は,も は や 情 報 化 の徹 底

と高 度 化 しか な い。 」 とい う認 識

に 立 って 国 の 積 極 的 な 施 策 を 求 め

て い ます 。 本 答 申 以 後,そ れ が 具

体 的 か つ強 力 に推 進 され る こ とが

望 まれ ます。

◇ 「石 油 を 握 って い るOPEC諸'

国が い ま世 界 を 動 か して い る よ う

に 将 来 は,半 導 体 を握 る国 が 世 界

を 動 か す だ ろ う。 日本 こそ そ の 国

だ。」一 ア メ リカ の雑 誌CtForbes"

が79年 末,カ バ ー ス トー リーで の

べ た,こ の言 葉が,渡 辺 茂 東 大

名 誉 教 授 の 講 演要 約(4ペ ー ジ)

を 読 返 して,鮮 や か に 想 い 出 され

ま した 。 確 か に 「マ イ コ ン ・シ ョ

ック」 は,私 達 が 想 像 して い る以

上 に 大 きな ものが あ る よ うで す 。

◇OA(オ フ ィス ・オ ー トメ ・一シ

ョ ン)は 最 近 の 流行 語 とな った感

じで す が,そ の実 態 とな る と,ま

さに百 家 争 鳴。 や は り地 道 な論 議

か ら ス タ ー トす るの が近 道 で す。

昭和56年2月27日 発行

JIPDECジ ャー ナ ルNo・44
◎1981

財団法人 日本情報処理開発協会

東京都港区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館内

郵便番号105電 話(434)8211(大 代表)内 線535

※本縫 機 先嬢 襲 についてぱ艶{合繊 磯 魂 輪 橋 蜘 までご灘 下さし…
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カ リキ ュラム委 員会 主査 一 松 信 京都大 学 数理 解析研 究所 教授

本 コー スは、 コン ピュー タによ る数 値計 算 お よび デー タ処理 に際 して
、心 得 てお くべ き誤差 解析 の要点 を短 期

鞭 瓢 已 鶉 鷲 ものです・いずれのテーマにつ・… 最新の研究成果・もとず・実際的・話題・

■講 義 日程 お よび講 師

講 義 題 目
「

講 師 講 義 内 容 期 日

誤 差 解 析 概 論
一 松 信

京都大学

本 構 で は まず 有 限 桁の 計 算 に ともな っ て生 ず る賭 現 象 の
実 例 一 と くに敏 感 な問 題 や 誤 差 を増幅 させ る機 構 を含 む場

合 一 を と りあげ 、 つ ぎに、計 算結 果 の品 質 保証 の ため の い
くつ か の技 法 を解説 す る。 最 後 に 、近 年 話 題 に な って い る
誤 差 解析 の や り易 い浮動 小 数 点 演 算体 系 の標 準 化 提 案 に つ
いて もふ れ たい。

56.3.9(月)

午 前

数 値 積 分 の 誤 差 森 正 式

筑波大学

1変 数 の 数 値積 分 に対 す る複 素関 数論 に基 づ く新 しい誤
差 解 析 の 方 法 につ いて述 べ る。 ま ず、新 しい誤 差 解析 の 原理 を解 説

す る(こ こで は複 素関 数 論 の初 歩 、 特 に コー シー
の積 分 表示 の知 識 が要 求 され る)。 つ ぎに誤 差 の特 性 関 数
を導 入 し、 そ の姿 を複 素 平 間上 で概 観 す る。 そ して、実 際
の 計 算法 と して、留 数 定理 お よび鞍 点 法 を説 明 し、 実際 問題 にそ の評 価 法 を適 用

して み る。

56.3.9(月}

午 後

代 数方程式の誤差 平 野 菅 保

東京芝浦電気

以下 の項 目に つ い て、 それ ぞれ実 際 例 を ま じえて 説 明 す
る。1.2次 方程 式(解 の絶 対値 、 多数 桁計 算 に よ る誤 差消去

、2重 根 お よ び近接 根 、 数値 計 算 用 公式 と解 の誤 差) 、2
.ニ ュー トン法(ニ ュー トン法 の 欠 点 、高 次項 の採 用 、解
の絶 対値 と次 数 の低 下 、 多数 桁 計 算 に よ る誤 差 消去 、 重根 お

よび近 接 根 、収 束 条件 と解 の 誤 差)

56.3.10㈹

午 前

補 外 法 と そ の 応 用
永 坂 秀 子

日本大学

まず 、各 公 式 毎 の刻 み幅 と精 度 の関 係 を調 べ 、つ いで 、補 外 計算 法 にお け
る打 ち切 り誤 差 と丸 め 誤 差 お よ び収 束 条

件 と数 値 解 の精 度 につ いて一 般 的 な考 察 を加 え 、最 後 に 、数値 微 分
、 数 値積 分 、 常微 分 方程 式 の 初期 値 問 題 に対 す る

補外 計 算 手順 に つ いて 述べ る。

56.3.10㈹

午 後

有 限要素法の誤差 戸 川 隼 人

日本大学

近 年 、 有限 要 素 法 の汎 用 プ ログ ラム が普 及 し、広 く利 用され る よ うに な
った。これ を正 し く、有 効 に活用 す るに は 、

その 誤 写 の傾 向 や 対策 を よ く知 ってお くこ とが必 要 であ る。その よ
っな観 点 か ら、有 限要 素 法 の誤 差 に関 す る基 礎 的事

項 を説 明 す る。

56.3.11困

午 前

固有値計算の
効率と誤差

別 府 良 孝

名古屋大学

内 外 の 固 有 値 ル ー チ ン の 性 能 評 価 テ ス トの デ ー タ を 基 礎
に し て 、固 有 値 計 算 の 効 率 と 誤 差 に つ い て 考 察 し

、さ ら に 、反 復 計 算
に適 した 「高 速 固 有 値 ルー チ ン・パ ッケ ー ジ ・NICER

(N・g・y・lt・ ・aCtiveC。mp・t・ti。 ・Eig・ ・R。 。ti。e.。)、 に
つ い て 概 説 す る 。

56.3,11困

午 後

統 計 解 析 の 誤 差
清 水 良 一

統計数理研究所

まず 、 測定 誤 差 、系 統 誤 差 と偶 然 誤 差 ＼標 本 誤 差 、予 測誤差 等 々の誤 差 概 念 を簡 単
に解 説 し、 つ ぎに、 もろ もろの

確 率 分 布 を近 似 す る際 に生 ず る誤 差 に つ い て、 や や詳 し く
述 べ る。 さら に、 誤差 の評価 や 、近 似 の改 良 法 な どにつ い
て も論 じ る予 定 で あ る。

56.3.12休)

午 前

計算誤差と

ライブラ リの使 い方

山 下 真 一 郎

富士通㈱

計算 誤 差 につ い て、ラ イ ブ ラ リを使 う立 場 か らの関 心 は、出 力結 果 の誤 差
、そ の精 度 は どうか とい うこ とに尽 きよ う。

一 方 、 ラ イブ ラ リを作 り、保 守 す る立 場 か らは 、誤 差(精度)
の 推 定 、誤 差 に よる計 算 の不 安 定 さの除 去 、収 束判 定 、誤 差
の 発 生 ・拡 大 の抑 制 な どに関 心 が あ る。 本 構 は 、幾 つか

の典 型 的 なサ ブル ー チ ンが誤 差 の観 点 か ら具備 すべ き条
件 、 使 い 方 、使 用上 の注 意 等 に つ いて述 べ る。

56.3.12㈱

午 後.

常微分方程式の

適応的解法
清水 留三郎

東京大学

まず 、常 微 分 方程 式 の初 期 値 問 題 に対 して 、差 商 を利 用す る解 法
の 原理 に つ いて述 べ 、 つ ぎに整 商 を用 い て局所 離散 化

誤 差 を評 価 す る と共 に誤 差 の伝 播 状 況 を把 握 し、 そ れらに基 づ
いて近 似 の 次数 と歩幅 を所 望 の精 度 に対 して最 適

な値 に制 御 す る方 法 を導 く。

56.3.13㈲

午 前

基本外部関数の誤差 春海佳 三郎

群馬大学

SQRT等 の基 本 外部 関 数 は 、精 度 は 良 い もの と考 え られ
て い る。 しか し、実 際 に は大 きな誤 差 を もつ 基 本外 部 関 数
もあ る。 ミニ コ ン、 中 ・大 型機 の 基 本外 部 関 数 の誤 差 曲 線
か ら二関 数 の 作 り方 、誤 差 の原 因 、対 策 等 が 発見 され る こ
とを示 し、 ソフ トウ エア の 品質 管理 の必 要 性 、数 値 計 算 の
プ ロ グラ ミン グの注 意 すべ き点 、要 領 等 、 実際 上 の問 題 点
を例 をあげ て 説 明 す る。

、

56.3.13樹

午 後

■ 講 義 時 間:午 前9:30～12:30、 午 後13:30～16:30

■ 研 修 料:6万 円。 選 択 受 贈 の場 合 に は1テ ー マ につ き6千 円 と しま す。

醐
財団法人 日本情報処理開発協会

情報処理研修 センター
■講座案内ご請求、お問い合わせば上記へ

〒105

東 京都 港 区浜 松 町2-4-1

世 界 貿 易 セ ン タ ー ピ ル7F

電 話03(435)6509～10



・80コ ン ピ ュ ー タ 白 書 鷲 耀
頁送料350円

80年 代情報技術 と社会発展

]llPOEC(財)日 本情報処理開発協会編

本 書 の 特 色

1.わ が国情報産 業界の最 高権威で あるコ ンピュー タrl書 委員会が監修 した唯一・のコ ンピュー タ総 合`茅門ユ…。

2.コ ンピュータ産 業の 動向および政策を網羅 し、政府の政策 から、企業側 のEDP対 策 と機種 開発現況 を解説

3.コ ンピュータの最適 アプ リケー ションの具体例 を各業種 ごとに図解 を含 めてわか りやす く解説。

4.内 外の コンピュー タ関係の政府資料及び関連機関 からの設置利用状況調 査 ・統 計資料等 を完 全収録 。

主な内容

第1部 総 論
情 報産業の動向第2部

●わが国の コンピュー タ産 業 ・情報処理産 業/諸 外国の

動向

情報産業政策第3部
●わが国の コ ンピュー タ産業 ・情 報処理産 業政策/行 政

におけるコ ンピュー タ利用 と政策/諸 外国の動向

第4部 デー タ通信 の現況 と情報通信政策
●わが国 の情 報通信事業 ・政策/諸 外国 の動向

第5部 コ ンピュー タ利用の現況

●わが国 のコンピュー タ実動状況 ・利用状況/オ ンライ
ン化調査/諸 外国 のコ ンピュー タ設置状況

第6部 コ ンピュー タ適 用業務の具体例 〈17社紹介 〉
第7部1980年 代の展 望一情 報技術 と社会発展の課題 一

●座 談会/ハ ー ド・ソフ トの課題/ネ ッ トワーク化 の動

向/デ ー タベー スの 重要性/情 報の公開 につ いて

第8部 資料DBサ ー ビス業振興/第5世 代機 中間報告/
EDP関 係投資現況/ほ か

第9部 コンビJL－ タ利用状況 およびオ ンライ ン化調査集計
コ ンピュー タ関係団体名簿

お申込みは全国書店またはコンピュータ ・エージ社 出版部まで。

発売 コ ン ピ ュ ー タ ・エ ー ジ 社

〒100東 京 都F代 川 区it'liが関3-2-5.霞 が関 ビ ル30階
TELO3(581)5201(代)郵 便 振 替 東 〕1〔4-67808

COMPUTERY[ARBOOK1980

・80世界 コンピュー タ年 鑑

80年 代 情 報 化 の展 望 と課 題

UIPOEC(財)日 本情報処理開発協会編

コンピュー タ関連技術 は急速 な発展 を続けてお り,と くに3.5世

代 機と呼 ばれ るコンピュー タが発表 された70年 か らここ10年 間の展

開 には目をみはるもの があ ります。 今では コンピュー タは社 会の隅

々にまで影響 を及ぼ してお り,そ の技術動向,利 用動 向はコン ピュ

ー タ関連 業界みみならず,他 産業にお いても、琉異 な意義 をもつ よ

うになってい ます。この飛躍的 な技術進 歩はLSI,VLSI等 の

マ イクロ ・エ レク トロニ クス技術が,大 きな ささえ となってお り,

既 存の電気 ・機械製品への応 用や新 製品の開 発 といっ た新たな市場

を創 り出 しています。

今後 日本 では半導体先進 国 として,海 外に及ぼす影響は ます ます

増大 し,加 えて、 コン ピュー タ本体の本格的 な輸 出態勢 に入るな ど

で,海 外 市場 の動向や 各国政府 ・民間企業の政策 を無視 出来 な くな

っています。

本書 では,80年 代の幕開け として,70年 代の総 括 と.80年 代の展

望 をテー マに,世 界の動向、と日本 の位 置付け を充実 した資料 ・統計

を駆使 して、分析 し,わ か りや す く解説 してい ます。

お 申込 み は 全 国書 店 または コンピュー タ・エージ社 出版 部 まで 。

レ定価6,500円 送料240円 発売 コンピュータ・工ージ 杜

レB5判 ・422Nfi入 謝 蒜 綴 需鷲饗蒜嘉 器 醐

〈主 な 内 容 〉

第1部 総論

●70年 代の総 括 と80年代 への展望●1979年 の足跡

第2部80年 代情報化社会への課題

●新 しい コンピュー タ像● ミニ/マ イクロの展 開

●新 しい オフィス像● デー タベ ース社会(sX●新 し

い通信技術●ユーザー の対応 と期待 ●情 報化社 会

の光 と影

第3部 世 界の情 報化 と情報産業

●ア メ リカの現 状 と将 来●イギ リスの現状 と将来

● フランスの現状 と将来● ヨーロ ッパの その他の

諸 国● アジア/オ セアニア諸国● カナ ダ/中 南米

/ア フ リカ諸国● ソ連/東 欧圏諸国

第4部 資料 編

世 界の コンピュー タ設置状況/世 界の コンピェ一

夕生産 ・輸 出入/汎 用 コンピュー ター 覧/ア メ リ

カの主な ソフ ト ・パ ッケージ/メ ーカー ・サ ー ビ

ス企業一覧/コ ンピュー タ産業総 合年表/他



昭和55年 度事業報告書(予 告)

当協 会 の昭和55年 度事業 に関連 して発行 を予定 している報告書 は次 のとお りです。

なお題 名 は仮題で 、頒布価 格等 は未定です。詳細 は追 って お矢ロらせいた します。

・米 国 に お け る オ フ ィ ス ・オー トメー シ ョン と新 しい通 信 サ ー ビ ス

・欧 州 に お け る情 報 処 理 振 興 施 策

・オ ン ラ イ ン需 要 調 査 報 告 書

・コ ン ピュ ー タ利 用 状 況 調 査 集 計 報 告 書

・オ ン ラ イ ン制 度 に 関 す る調 査 報 告 書

・デ ー タベ ー ス関 連 シ ス テ ム 整 備 状 況 調 査 報 告 書

・中 小 企 業 情 報 化 に 関 す る調 査 研 究 報 告 書

・ 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサ に関 す る調 査 報 告 書

・情 報 処 理 に 関 す る標 準 化調 査 報 告 書

・マ ン ・マ シ ン ・ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェ ー ス に 関 す る調 査 研 究報 告 書

・産 業 別 情 報 拠 点 育 成 に関 す る調 査 報 告 書

・地 域 別 情 報 拠 点 育 成 に 関 す る調 査 報 告 書

'情 報 シ ス テ ム の ユ ー ザ ー ズ ・ガ イ ド

・実 効 的 技 術 移 点 に 関 す る報 告 書

・ComputerWhitePaper1980

・マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ産 業 に 関 す る調 査 報 告 書

・16ビ ッ トマ イ ク ロ コ ン ピュ ー タの 利 用 に 関 す る調 査 報 告 書

昭和54年 度事業報告書

分 類 番 号 題 名

54-ROO2欧 州 主要 国におけ るネットワーク・ユーティリティの現 状 と動 向

54-ROO4わ が 国 情報 処理 の将 来 動 向(II)

54-ROO9マ イ クロ コ ン ピュー タ応 用上 の 課題 と展 望

::1:::1}曙雛 鴛ll鷺:1竃三
54-SOO3マ イ ク ロ コン ピ ュー タ応 用 に 関す る委 託 開発 報 告 書

COMPUTERWHITEPAPER'79

頒 布 価

(一 般)

2,500円

1,900

2,500

54-SOOIセ ッ'ト10,300

8,000

3,000

900

3,500

格 、

(賛 助 会 員)

2,000円

1,500

2,000

8,200
L

6,400

2,400

700

2,800

●申込 み ・問合 せ先(財)日 本情 報処理 開発協 会/普 及課ft(434)8211内 線535

な お54-ROO7シ ス テム 監査 実 施 へ の 道標(頒 布 価 格一 般 ・賛助 会 員 と も2 ,500円)は コ ン ピュ ー タ ・エ ージ 社tt(58t)5201

でお 取 扱 い してお ります。
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本誌は 日本 自転 車振 興会か ら競輪収益の 一部 である機 械L業 振 興

資金の 補助 を受 け昭和55年 度情報処理 に関す る1幻克促進補 助事業

の・一環 と して発行す るもの です。


